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ONTAPの概念

ONTAPプラットフォーム

ONTAPデータ管理ソフトウェアは、ブロックデータやファイルデータの読み取りと書き
込みを行うアプリケーションにユニファイドストレージを提供します。高速フラッシュ
から低価格の回転式メディア、クラウドベースのオブジェクトストレージまで、さまざ
まなストレージ構成が用意されています。

ONTAPの実装は次の環境で実行されます。

• ネットアップの既成システム： "FASハイブリッドフラッシュシステム、オールフラッシュFAS（AFF）A

シリーズとCシリーズ、オールフラッシュSANアレイ（ASA）プラットフォーム"

• コモディティハードウェア： "ONTAP Select"

• プライベートクラウド、パブリッククラウド、ハイブリッドクラウド： "Cloud Volumes ONTAP"、
"NetApp ONTAP 対応の Amazon FSX" "Azure NetApp Files"、 "Google Cloud NetAppボリューム"

• 業界最高のコンバージドインフラを提供する特殊な実装 "FlexPod データセンター"

これらの実装を組み合わせることで、 _ ネットアップデータファブリックの基本的なフレームワークが形作
られます。 _ は、共通のソフトウェア定義型アプローチでデータを管理し、プラットフォーム間で高速かつ
効率的なレプリケーションを実現します。
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ONTAPユーザインターフェイス

ONTAPデータ管理ソフトウェアには、ONTAPクラスタの管理に使用できる複数のイン
ターフェイスが用意されています。これらのインターフェイスオプションを使用する
と、さまざまなレベルのアクセスや機能を提供し、環境に応じてONTAPクラスタを柔軟
に管理できます。

これらのインターフェイスのいずれかを使用して、ONTAPクラスタの管理やデータ管理処理を実行できま
す。

ONTAPシステムマネージャ

ONTAP System Managerは、Webベースのユーザインターフェイスで、シンプルでわかりやすい方法でクラ
スタを管理します。ストレージ構成、データ保護、ネットワークのセットアップと管理などの一般的な操作を
管理できます。System Managerでは、リスクとクラスタのパフォーマンスを監視し、クラスタの問題に対処
して問題を未然に先回りするのに役立つ分析情報も提供されます。"詳細"です。

ONTAP 9.7は、ONTAP System Managerにとって重要なジャンクションとなりました。このリリースで
は、NetAppからONTAP System Managerの2つのバージョンが提供され、ONTAP 9.7より前のバージョンに
加えて、設計が刷新され、より合理的でわかりやすいバージョンが導入されました。ONTAP 9.7以降、再設計
されたバージョンはONTAPシステムマネージャとして引き継がれ、旧バージョンはSystem Managerクラシッ
クに名称が変更された。System Manager Classicの最終更新はONTAP 9.7で行われました。System Manager

Classicを使用している場合は、そのドキュメントを参照 "別 々 に"できます。
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BlueXP

ONTAP 9.12.1以降では、BlueXPのWebベースのインターフェイスを使用して、使い慣れたSystem Manager

ダッシュボードを使用しながら、単一のコントロールプレーンからハイブリッドマルチクラウドインフラを管
理できます。BlueXPでは、クラウドストレージ（Cloud Volumes ONTAPなど）の作成と管理、ネットアップ
のデータサービス（Cloud Backupなど）の使用、多くのオンプレミスストレージデバイスやエッジストレー
ジデバイスの制御を行うことができます。オンプレミスのONTAPシステムをBlueXP  に追加すると、すべて
のストレージとデータ資産を単一のインターフェイスから管理できるようになります。 "詳細"です。

ONTAPコマンドラインインターフェイス

は、"ONTAPコマンドラインインターフェイス（CLI）"クラスタ、ノード、SVMなどをを使用して操作できる
テキストベースのインターフェイスです"コマンド"。CLIコマンドはに基づいて使用でき"ロールタイプ"ま
す。ONTAP CLIには、SSHまたはクラスタ内のノードへのコンソール接続を介してアクセスできます。

ONTAP REST API

ONTAP 9.6以降では、プログラムを使用してクラスタ処理を管理および自動化できるRESTful APIにアクセス
できます。APIを使用して、ボリューム、Snapshot、アグリゲートの作成と管理、クラスタのパフォーマンス
の監視など、ONTAPのさまざまな管理タスクを実行します。ONTAP REST APIには、curlなどのユーティリ
ティを使用するか、Python、PowerShell、Javaなど、RESTクライアントをサポートする任意のプログラミン
グ言語を使用して直接アクセスできます。 "詳細"です。

ONTAPIは、ONTAP REST APIに先行する独自のONTAP APIです。ONTAPIインターフェイス
は、ONTAP の今後のバージョンでは無効になる予定です。ONTAPIを使用している場合は、を
計画する必要があります "ONTAP REST APIへの移行"。

NetAppのツールキットとフレームワーク

NetAppには、ONTAP REST APIを抽象化し、自動化コードの作成を容易にする特定の開発言語および環境用
のクライアントツールキットが用意されています。https://docs.netapp.com/us-en/ontap-automation/get-

started/ontap_automation_options.html#client-software-toolkits["詳細"^]です。

これらのツールキットに加えて、フレームワークを使用して自動化コードを作成および展開できます。 "詳細"

です。

クラスタストレエシ

ONTAP の現在のバージョンは、もともとはネットアップのスケールアウトクラスタスト
レージアーキテクチャ用に開発されたものです。これは、ONTAPのデータセンター実装
で一般的に使用されるアーキテクチャです。この実装ではONTAPのほとんどの機能が実
行されるため、ONTAPテクノロジを構成する概念の理解から始めることをお勧めしま
す。

データセンターアーキテクチャでは、通常、ONTAPデータ管理ソフトウェアを実行する専用のFASコントロ
ーラまたはAFFコントローラを導入します。各コントローラとそのストレージ、ネットワーク接続、およびコ
ントローラで実行されている ONTAP のインスタンスを合わせて、 node. と呼びます

ノードはハイアベイラビリティ（HA）用にペアリングされます。これらのペア（SANの場合は最大12ノー
ド、NASの場合は最大24ノード）を合わせてクラスタを構成します。ノードは、専用のプライベートクラス
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タインターコネクトを介して相互に通信します。

ノードストレージは、コントローラのモデルに応じて、フラッシュディスク、大容量ドライブ、またはその両
方で構成されます。データへのアクセスは、コントローラのネットワークポートから提供されます。物理スト
レージおよびネットワーク接続リソースは仮想化され、クラスタ管理者のみが見ることができ、NASクライア
ントやSANホストからは見えません。

HAペアの各ノードで使用するストレージアレイモデルは同じでなければなりません。それ以外の場合は、サ
ポートされている任意のコントローラを組み合わせて使用できます。スケールアウトできるのは、同等のスト
レージアレイモデルを使用するノードを追加して容量を増やすか、ハイエンドのストレージアレイを使用する
ノードを追加してパフォーマンスを高めることです。

もちろん、従来の方法によるスケールアップもすべて可能で、必要に応じてディスクやコントローラをアップ
グレードできます。ONTAPの仮想化されたストレージ インフラでは、データを無停止で簡単に移動できるた
め、スケールアップやスケールアウトをダウンタイムなしで実行できます。

ハイアベイラビリティペア

クラスタノードは、フォールトトレランスとノンストップオペレーションを実現するた
めに、 _high-availability （ HA ）ペア _ で構成されます。ノードに障害が発生した場合
や定期的なメンテナンスのためにノードを停止する必要がある場合、パートナーはその
ストレージをテイクオーバーしてデータの提供を継続できます。ノードがオンラインに
戻ったときに、 partner_ギ ブバック _storage を提供します。

HAペアは、必ず同じようなコントローラモデルで構成されます。通常、コントローラは冗長電源装置を備え
た同じシャーシに配置されます。

HAペアはフォールトトレラントなノードであり、さまざまな方法で相互に通信できます。各ノードでは、パ
ートナーの動作を継続的に確認したり、パートナーの不揮発性メモリのログデータをミラーリングしたりでき
ます。あるノードへの書き込み要求が行われると、両方のノードでNVRAMにログインしてから、クライアン
トまたはホストに応答が返されます。フェイルオーバー時には、障害が発生したノードのコミットされていな
い書き込み要求が稼働しているパートナーによってディスクにコミットされ、データの整合性が確保されま
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す。

もう一方のコントローラのストレージメディアへの接続により、テイクオーバー時に各ノードがもう一方のス
トレージにアクセスできるようになります。ネットワークパスのフェイルオーバーメカニズムにより、クライ
アントとホストは稼働しているノードと引き続き通信できます。

可用性を確保するには、フェイルオーバー時の追加のワークロードに対応できるように、どちらかのノードの
パフォーマンス容量利用率を50%に抑える必要があります。同じ理由で、1つのノードに設定できるNAS仮想
ネットワークインターフェイスの最大数の50%を超えないようにすることもできます。

*_ 仮想 ONTAP 実装でのテイクオーバーとギブバック _ *

ONTAP Select for AWS や Cloud Volumes ONTAP のような仮想化された「不要な」 ONTAP 環境では、ノー
ド間でストレージが共有されません。ノードが停止した場合、そのノードのデータの同期ミラーリングされ
たコピーからパートナーがデータの提供を継続します。ノードのストレージはテイクオーバーされず、デー
タ提供機能のみがテイクオーバーされます。

AutoSupportとデジタルアドバイザ

ONTAPは、Webポータルとモバイルアプリを使用して、人工知能によるシステムの監視
とレポートを提供します。ONTAPのAutoSupportコンポーネントは、Active IQデジタル
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アドバイザ（デジタルアドバイザとも呼ばれる）によって分析されるテレメトリを送信
します。

Digital Advisorは、クラウドベースのポータルとモバイルアプリを通じて、実用的な予測分析とプロアクティ
ブなサポートを提供することで、グローバルハイブリッドクラウド全体にわたってデータインフラを最適化し
ます。SupportEdgeと有効な契約を結んでいるNetAppのすべてのお客様が、デジタルアドバイザによるデー
タ主体の分析情報と推奨事項を利用できます（機能は製品やサポートレベルによって異なります）。

Digital Advisorでできることは次のとおりです。

• アップグレードを計画する。Digital Advisorは、新しいバージョンのONTAPにアップグレードすることで
解決できる環境内の問題を特定し、Upgrade Advisorコンポーネントがアップグレードの計画を支援しま
す。

• システムの健全性を表示します。デジタルアドバイザのダッシュボードが健全性に関する問題を報告し、
問題の修正を支援します。システム容量を監視して、ストレージスペースが不足しないようにします。

• パフォーマンスの管理Digital Advisorでは、System Managerよりも長い期間のシステムパフォーマンスが
表示されます。パフォーマンスに影響している構成やシステムの問題を特定します。

• 効率を最大化Storage Efficiencyの指標を表示し、より多くのデータをより少ないスペースに格納する方法
を特定できます。

• インベントリと構成を表示します。Digital Advisorは、完全なインベントリおよびソフトウェアとハード
ウェアの構成情報を表示します。サービス契約の有効期限を確認して、サポート期間を維持できます。

関連情報

"NetAppのドキュメント：デジタルアドバイザ"

"Digital Advisorを起動"

"SupportEdgeサービス"

ネットワークアーキテクチャ

ネットワークアーキテクチャの概要

通常、ONTAPデータセンター実装のネットワークアーキテクチャは、クラスタインター
コネクト、クラスタ管理用の管理ネットワーク、およびデータネットワークで構成され
ます。NIC（ネットワークインターフェイスカード）は、イーサネット接続用の物理ポ
ートを提供します。HBA（ホストバスアダプタ）は、FC接続用の物理ポートを提供しま
す。
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論理ポート

各ノードに搭載されている物理ポートに加え、 _logical ports_を 使用してネットワーク
トラフィックを管理できます。論理ポートはインターフェイスグループまたはVLANで
す。

インターフェイスグループ

_インタフェースグループ_複数の物理ポートを1つの論理「トランクポート」に結合します。1つのスロット
で障害が発生してビジネスクリティカルなトラフィックが停止しないようにするには、異なるPCIスロット
のNICのポートで構成されるインターフェイスグループを作成します。

インターフェイスグループには、シングルモード、マルチモード、またはダイナミックマルチモードがありま
す。各モードでは、フォールトトレランスのレベルが異なります。どちらのタイプのマルチモードインターフ
ェイスグループも、ネットワークトラフィックの負荷分散に使用できます。

VLAN

VLAN ネットワークポート（インターフェイスグループ）からのトラフィックを、物理的な境界ではなくスイ
ッチポートに基づいて定義された論理セグメントに分離します。VLAN に属する _end-stations _ は、機能ま
たはアプリケーションによって関連付けられます。

エンドステーションは、エンジニアリングやマーケティングなどの部門ごと、またはrelease1やrelease2など
のプロジェクトごとにグループ化できます。VLANではエンドステーションの物理的な近接性は無関係である
ため、エンドステーションは地理的に離れた場所に配置できます。
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業界標準のネットワークテクノロジのサポート

ONTAPは、すべての主要な業界標準ネットワークテクノロジをサポートしています。主
なテクノロジには、IPspace、DNSロードバランシング、SNMPトラップなどがありま
す。

ブロードキャストドメイン、フェイルオーバーグループ、およびサブネットについては、をNASパスのフェイ
ルオーバー参照してください。

IPspace

IPspace を使用すると、クラスタ内の仮想データサーバごとに個別の IP アドレススペースを作成できます。
これにより、管理上分離されたネットワークドメインに属するクライアントは、同じIPアドレスサブネット範
囲の重複するIPアドレスを使用してクラスタデータにアクセスできます。

たとえば、サービスプロバイダは、クラスタへのアクセスに同じIPアドレスを使用してテナントごとに異な
るIPspaceを設定できます。
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DNSロオトハランシンク

DNS ロードバランシング _ を使用すると、使用可能なポートにユーザネットワークトラフィックを分散でき
ます。DNSサーバは、インターフェイスにマウントされているクライアントの数に基づいて、トラフィック
用のネットワークインターフェイスを動的に選択します。

SNMPトラツフ

SNMP トラップ _ を使用すると、しきい値または障害を定期的にチェックできます。SNMPトラップ
は、SNMPエージェントからSNMPマネージャに非同期で送信されるシステム監視情報をキャプチャします。

FIPS準拠

ONTAPは、すべてのSSL接続で連邦情報処理標準（FIPS）140-2に準拠しています。SSL FIPSモードをオン
またはオフにしたり、SSLプロトコルをグローバルに設定したり、RC4などの弱い暗号を無効にしたりできま
す。

RDMAの概要

ONTAPのリモート ダイレクト メモリ アクセス（RDMA）ソリューションは、レイテン
シの影響を受けやすい広帯域幅のワークロードをサポートします。RDMAを使用する
と、ストレージ システムとホスト システムのメモリ間でデータが直接コピーされるた
め、CPUの中断やオーバーヘッドを回避できます。

NFS over RDMA

ONTAP 9 .10.1以降では、サポート対象のNVIDIA GPUを搭載したホストでGPUアクセラレーションワークロ
ードにNVIDIA GPUDirect Storageを使用できるように設定できます"NFS over RDMA"。

RDMAクラスタインターコネクト

RDMAクラスタインターコネクトは、レイテンシを低減し、フェイルオーバー時間を短縮し、クラスタ内のノ
ード間の通信を高速化します。

X1151AクラスタNICを使用する場合、ONTAP 9 .10.1以降では、特定のハードウェアシステムでクラスタイン
ターコネクトRDMAがサポートされます。X91153A NICでは、ONTAP 9 13.1以降でクラスタインターコネク
トRDMAもサポートされます。各ONTAPリリースでサポートされるシステムについては、表を参照してくだ
さい。

システム サポートされるONTAPバージョン

• AFF A400

• ASA A400

ONTAP 9.10.1以降

• AFF A900用

• ASA A900

• FAS9500

ONTAP 9.13.1以降

ストレージ システムが適切にセットアップされていれば、追加の設定をしなくてもRDMAインターコネクト
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を使用できます。

クライアントプロトコル

ONTAPは、業界標準の主要なクライアントプロトコル（NFS、SMB、FC、FCoE

、iSCSI、 NVMe、S3、

NFS

NFSは、UNIXおよびLinuxシステム向けの従来のファイルアクセスプロトコルです。クライアントは、次のプ
ロトコルを使用してONTAPボリューム内のファイルにアクセスできます。

• NFSv3

• NFSv4

• NFSv4.2

• NFSv4.1

• pNFS

ファイルアクセスは、UNIX形式のアクセス権、NTFS形式のアクセス権、またはその両方を組み合わせて制御
できます。

クライアントは、NFSプロトコルとSMBプロトコルの両方を使用して同じファイルにアクセスできます。

SMB

SMBは、Windowsシステム向けの従来のファイルアクセスプロトコルです。クライアントは、SMB 2.0

、SMB 2.1、SMB 3.0、およびSMB 3.1.1の各プロトコルを使用してONTAPボリューム内のファイルにアクセ
スできます。NFSと同様に、権限形式の混在もサポートされています。

SMB 1.0も使用できますが、ONTAP 9 .3以降のリリースではデフォルトで無効になっています。

FC

Fibre Channelは、ネットワークに接続された最初のブロックプロトコルです。ブロックプロトコルは、ファ
イルではなく仮想ディスク全体をクライアントに提供します。従来のFCプロトコルでは、専用のFCネットワ
ークと専用のFCスイッチを使用するため、クライアントコンピュータにFCネットワークインターフェイスが
必要です。

LUNは仮想ディスクを表し、1つ以上のLUNがONTAPボリュームに格納されます。FC、FCoE、およびiSCSI

の各プロトコルを使用して同じLUNにアクセスできますが、複数のクライアントから同じLUNにアクセスでき
るのは、それらのクライアントが書き込みの競合を防止するクラスタに属している場合のみです。

FCoE

FCoEはFCと基本的に同じプロトコルですが、従来のFCトランスポートの代わりにデータセンタークラスの
イーサネットネットワークを使用します。クライアントにはFCoE固有のネットワークインターフェイスが必
要です。
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iSCSI

iSCSIは、標準のイーサネットネットワークで実行できるブロックプロトコルです。ほとんどのクライアント
オペレーティング システムには、標準のイーサネット ポートで動作するソフトウェア イニシエータが搭載さ
れています。iSCSIは、特定のアプリケーションにブロック プロトコルが必要な状況で、専用のFCネットワ
ークがない場合に適しています。

NVMe/FCとNVMe/TCP

NVMeは、フラッシュベースのストレージと連携するように特別に設計された最新のブロックプロトコルで
す。スケーラブルなセッションを提供し、レイテンシの大幅な低減と並列処理能力の向上を実現するため、イ
ンメモリデータベースや分析など、低レイテンシで高スループットのアプリケーションに適しています。

FCやiSCSIとは異なり、NVMeはLUNを使用しません。代わりに、ONTAPボリュームに格納されるネームスペ
ースを使用します。NVMeネームスペースには、NVMeプロトコルでのみアクセスできます。

S3

ONTAP 9 .8以降では、ONTAPクラスタでONTAP Simple Storage Service（S3）サーバを有効にすること
で、S3バケットを使用してオブジェクトストレージにデータを提供できるようになりました。

ONTAPでは、S3オブジェクトストレージを提供する次の2つのオンプレミスユースケースシナリオがサポー
トされています。

• FabricPool階層をローカルクラスタのバケット（ローカルバケットへの階層化）またはリモートクラスタ
（クラウド階層）に移動します。

• ローカルクラスタまたはリモートクラスタのバケットへのS3クライアントアプリケーションアクセス。

ONTAP S3は、既存のクラスタで追加のハードウェアや管理作業を行わずにS3機能を利用する
場合に適しています。300TBを超える環境では、引き続きNetApp StorageGRIDソフトウェア
がNetAppのオブジェクトストレージ向け主力ソリューションとなります。詳細はこちらをご覧
ください "StorageGRID"。

ディスクとアグリゲート

ディスクとローカル階層（アグリゲート）の概要

ONTAP物理ストレージは、System ManagerとCLIを使用して管理できます。ローカル階
層（アグリゲート）の作成、拡張、管理、Flash Poolローカル階層（アグリゲート）の
使用、ディスクの管理、およびRAIDポリシーの管理を行うことができます。

ローカル階層（アグリゲート）とは

ローカル階層（別名「_Aggregates」）は、ノードで管理されるディスクのコンテナです。ローカル階層を使
用すると、パフォーマンス要件が異なるワークロードを分離したり、アクセスパターンが異なるデータを階層
化したり、規制要件に準拠するためにデータを分離したりできます。

• レイテンシを最小限に抑え、パフォーマンスを最大限に高める必要があるビジネスクリティカルなアプリ
ケーションの場合は、SSDのみで構成されるローカル階層を作成します。
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• アクセスパターンに応じてデータを階層化する場合は、_hybrid local tier _を作成し、作業データセットに
はフラッシュを導入して高性能なキャッシュを利用しながら、アクセス頻度が低いデータには低コスト
のHDDやオブジェクトストレージを使用することができます。

◦ a_Flash Poolは、SSDとHDDの両方で構成されます。

◦ a_ssd FabricPool _は、オブジェクトストアが接続されたオールSSDローカル階層で構成されていま
す。

• 規制要件に準拠するためにアクティブなデータからアーカイブデータを分離する必要がある場合は、大容
量HDDまたはパフォーマンスHDDと大容量HDDで構成されるローカル階層を使用できます。

ローカル階層（アグリゲート）の使用

次のタスクを実行できます。

• "ローカル階層（アグリゲート）の管理"

• "ディスクの管理"

• "RAID構成の管理"

• "Flash Pool階層の管理"

次の条件に該当する場合は、これらのタスクを実行します。

• 自動スクリプトツールを使用しない。

• すべての選択肢について検討するのではなく、ベストプラクティスに従う。

• MetroCluster構成を使用しており、ドキュメントの初期設定手順およびローカル階層（アグリゲート）と
ディスクの管理に関するガイドラインに従っている"MetroCluster"。

関連情報

• "FabricPoolクラウド階層の管理"
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ローカル階層（アグリゲート）とRAIDグループ

最新のRAIDテクノロジは、障害が発生したディスクのデータをスペアディスク上に再構
築することで、ディスク障害から保護します。システムは ' パリティ・ディスク上のイ
ンデックス情報と ' 残りの正常なディスク上のデータを比較して ' 消失したデータを再構
築しますダウンタイムや多大なパフォーマンス・コストは発生しません

ローカル階層（アグリゲート）は、1つ以上の_RAIDグループ_で構成されます。ローカル階層の_raidタイプ_

は、RAIDグループ内のパリティディスクの数、およびRAID構成で保護される同時ディスク障害の数を決定し
ます。

デフォルトのRAIDタイプであるRAID-DP（RAID-ダブル パリティ）は、RAIDグループごとに2本のパリティ
ディスクが必要であり、同時に2本のディスクで障害が発生した場合にデータ損失から保護されます。RAID-

DPの推奨RAIDグループサイズは、HDD 12~20本、SSD 20~28本です。

サイジングに関する推奨事項の上位にRAIDグループを作成することで、パリティディスクのオーバーヘッド
コストを分散させることができます。これは特に、容量ドライブよりもはるかに信頼性が高いSSDの場合に当
てはまります。HDDを使用するローカル階層の場合は、ディスクストレージを最大化する必要性と、大規模
なRAIDグループのリビルド時間が長くなるなどの相反する要因のバランスを取る必要があります。

ミラーされたローカル階層とミラーされていないローカル階層（アグリゲート）

ONTAP には、SyncMirror というオプション機能があります。この機能を使用すると、
コピー内のローカル階層（アグリゲート）データまたはプレックスを同期的にミラーリ
ングし、別々のRAIDグループに格納することができます。プレックスを使用する
と、RAIDタイプで保護されるディスク数よりも多くのディスクで障害が発生した場合
や、RAIDグループのディスクへの接続が失われた場合でも、データ損失を防ぐことがで
きます。

System ManagerまたはCLIを使用してローカル階層を作成するときに、ローカル階層をミラーするかどうか
を指定できます。

ミラーされていないローカル階層（アグリゲート）の仕組み

ローカル階層をミラーするように指定しない場合、ミラーされていないローカル階層（アグリゲート）として
作成されます。ミラーされていないローカル階層には、プレックス_（データのコピー）が1つだけ含まれ、
このローカル階層に属するすべてのRAIDグループが含まれます。

次の図は、1つのプレックスを含む、ディスクで構成されるミラーされていないローカル階層を示していま
す。ローカル階層には、rg0、rg1、rg2、rg3の4つのRAIDグループがあります。各RAIDグループには、6本の
データディスク、1本のパリティディスク、および1本のdparity（ダブルパリティ）ディスクがあります。ロ
ーカル階層で使用されるすべてのディスクは’同じプールであるpool0から提供されます
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次の図は、1つのプレックスを含む、アレイLUNで構成されるミラーされていないローカル階層を示していま
す。このノードには、rg0とrg1の2つのRAIDグループがあります。ローカル階層で使用されるすべてのアレ
イLUNは’同じプールであるpool0から提供されます

ミラーされたローカル階層（アグリゲート）の機能

ミラーされたアグリゲートには、 2_bプレックス _ （データコピー）があります。これらのアグリゲートで
は、 SyncMirror 機能を使用してデータを複製し、冗長性を確保します。

ローカル階層を作成するときに、ミラーされたローカル階層として指定できます。また、ミラーされていない
既存のローカル階層に2つ目のプレックスを追加して、ミラーされた階層にすることもできます。SyncMirror

機能を使用すると、ONTAPは元のプレックス（plex0）のデータを新しいプレックス（plex1）にコピーしま
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す。プレックスは物理的に分離されており（各プレックスには独自のRAIDグループと独自のプールがありま
す）、同時に更新されます。

この構成では、アグリゲートのRAIDレベルで保護されるディスク数よりも多くのディスクで障害が発生した
場合や接続が切断された場合に、障害の原因を修正しながら影響を受けないプレックスがデータの提供を継続
するため、データ損失に対する保護が強化されます。問題のあるプレックスが修正されると、2つのプレック
スが再同期され、ミラー関係が再確立されます。

システム上のディスクとアレイLUNは’pool0とpool1という2つのプールに分かれていますplex0はpool0からス
トレージを取得し、plex1はpool1からストレージを取得します。

次の図は、SyncMirror機能を有効にして実装したディスクで構成されるローカル階層を示しています。ローカ
ル階層「plex1」用に2つ目のプレックスが作成されました。plex1のデータはplex0のデータのコピーであ
り、RAIDグループも同じです。各プールに16本のディスクを使用して、32本のスペアディスクがpool0また
はpool1に割り当てられます。

次の図は、SyncMirror機能を有効にして実装したアレイLUNで構成されるローカル階層を示しています。ロー
カル階層「plex1」用に2つ目のプレックスが作成されました。plex1はplex0のコピーであり、RAIDグループ
も同じです。
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ストレージのパフォーマンスと可用性を最適化するために、ミラーアグリゲートでは少なくと
も20%の空きスペースを確保することを推奨します。ミラーされていないアグリゲートで
は10%が推奨されますが、追加の10%のスペースはファイルシステムで増分変更に対応するた
めに使用できます。増分変更を行うと、ONTAPのcopy-on-write Snapshotベースのアーキテク
チャにより、ミラーされたアグリゲートのスペース使用率が向上します。これらのベストプラ
クティスに従わないと、パフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

ルート/データパーティショニング

すべてのノードに、ストレージシステムの構成ファイル用のルートアグリゲートが必要
です。ルートアグリゲートのRAIDタイプはデータアグリゲートと同じです。

System Managerでは、ルート/データパーティショニングとルート/データ/データパーティショニングはサポ
ートされません。

RAID-DPタイプのルートアグリゲートは、通常、1本のデータディスクと2本のパリティディスクで構成され
ます。これは、アグリゲート内の各 RAID グループ用に 2 つのディスクがパリティディスクとしてすでにリザ
ーブされている場合、ストレージシステムファイルの料金を支払う「パリティ税」として相当します。

_Root-data partitioning _ ルートアグリゲートを複数のディスクパーティションに分散し、各ディスク上にル
ートパーティションとして小さなパーティションを 1 つ、データ用に大きなパーティションを 1 つリザーブ
することで、パリティの負担を軽減します。
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図に示すように、ルートアグリゲートの格納に使用するディスクの数が多いほど、ルートパーティションは小
さくなります。これは、ルート / データパーティショニングの一種である _root-data-data partitioning _ の場
合でもあります。このパーティショニングでは、ルートパーティションとして小さなパーティションを 1 つ
作成し、データ用に同じサイズの大きなパーティションを 2 つ作成します。

どちらのタイプのルート / データパーティショニングも、 ONTAP のアドバンストドライブパーティショニン
グ（ ADP ）機能の一部です。どちらも工場出荷時に構成され、エントリレベルのFAS2xxx、FAS9000

、FAS8200、FAS80xx、およびAFFシステムではルート/データパーティショニング、AFFシステムでのみル
ート/データ/データパーティショニングが使用されます。

詳細については、をご覧ください "アドバンストドライブパーティショニング"。

17

https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning
https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooting/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/What_are_the_rules_for_Advanced_Disk_Partitioning


ドライブがパーティショニングされてルートアグリゲート用に使用される

ルートアグリゲートで使用するためにパーティショニングされるドライブは、システム構成によって異なりま
す。

ルートアグリゲートに使用されているドライブの数を把握しておくと、ルートパーティション用にリザーブさ
れているドライブ容量と、データアグリゲートで使用可能な容量を判断するのに役立ちます。

ルートデータのパーティショニング機能は、エントリレベルのプラットフォーム、All Flash FASプラットフォ
ーム、およびSSDのみが接続されたFASプラットフォームでサポートされます。

エントリレベルのプラットフォームでは、内蔵ドライブのみがパーティショニングされます。

All Flash FASプラットフォームおよびSSDのみが接続されたFASプラットフォームでは、システム初期化時に
コントローラに接続されたすべてのドライブがパーティショニングされます（ノードあたり最大24個）。シ
ステムの構成後に追加されたドライブはパーティショニングされません。

ボリューム、qtree、ファイル、LUN

ONTAP は、 _FlexVol ボリュームと呼ばれる論理コンテナからクライアントとホストに
データを提供します。 _ これらのボリュームは包含アグリゲートと緩やかに結合されて
いるため、従来のボリュームよりも柔軟にデータを管理できます。

1つのアグリゲートに複数のFlexVolを割り当てて、それぞれ異なるアプリケーションやサービス専用にするこ
とができます。FlexVol volumeの拡張と縮小、FlexVol volumeの移動、FlexVol volumeの効率的なコピーの作
成が可能です。qtree _ を使用して FlexVol ボリュームをより管理しやすい単位にパーティショニングした
り、クォータ _ を使用してボリュームのリソース使用量を制限したりできます。

ボリュームには、NAS環境ではファイルシステムが格納され、SAN環境ではLUNが格納されます。LUN （論
理ユニット番号）は、 SAN プロトコルによって対処される a_logical unit_ というデバイスの識別子です。

LUNは、SAN構成におけるストレージの基本単位です。Windowsホストは、ストレージシステム上のLUNを
仮想ディスクとして認識します。LUNは、必要に応じて無停止で別のボリュームに移動できます。

データボリュームのほかに、いくつかの特別なボリュームについて理解しておく必要があります。

• a_node root volume_( 通常は「 vol0 」 ) には、ノードの構成情報とログが格納されます。

• SVM ルートボリュームは、 SVM によって提供されるネームスペースへのエントリポイントとして機能
し、ネームスペースディレクトリ情報が格納されます。

• System volume_ には、サービス監査ログなどの特別なメタデータが格納されます。

これらのボリュームはデータの格納には使用できません。
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*_ FlexGroup volumes _ *

企業によっては、単一のネームスペースにペタバイト規模のストレージが必要になる場合があります。これ
は、FlexVol volumeの100TB容量をはるかに超えています。

FlexGroup volume__ は、 200 個のコンスティチュエントメンバーボリュームを含む最大 4 、 000 億個のフ
ァイルをサポートします。このメンバーボリュームはコラボレーションにより、負荷を動的に分散し、すべ
てのメンバーに均等にスペースを割り当てます。

FlexGroupボリュームの場合、メンテナンスや管理のオーバーヘッドは必要ありません。FlexGroupボリュー
ムを作成してNASクライアントと共有するだけです。残りはONTAPが行います。

ストレージ仮想化

ストレージ仮想化の概要

クライアントやホストにデータを提供するには、 _Storage Virtual Machine （ SVM ） _

を使用します。ハイパーバイザーで実行される仮想マシンと同様に、SVMは物理リソー
スを抽象化する論理エンティティです。SVM 経由でアクセスされるデータはストレージ
内の場所にバインドされません。SVM へのネットワークアクセスは物理ポートにバイン
ドされません。

SVMは、以前は「Vserver」と呼ばれていました。ONTAPのコマンドライン インターフェイス
では、引き続き「vserver」という用語が使用されます。

SVM は、 1 つ以上のボリュームから 1 つ以上の network_logical interfaces （ LIF ；ネットワーク論理インタ
ーフェイス）を通じてクライアントおよびホストにデータを提供します。ボリュームは、クラスタ内の任意の
データアグリゲートに割り当てることができます。LIFは任意の物理ポートまたは論理ポートでホストできま
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す。ハードウェアのアップグレード、ノードの追加、パフォーマンスの分散、アグリゲート間での容量の最適
化など、ボリュームとLIFの両方を、データサービスを中断することなく移動できます。

同じ SVM に NAS トラフィック用の LIF と SAN トラフィック用の LIF を設定することができます。クライア
ントとホストから SVM にアクセスするために必要なのは、 LIF のアドレス（ NFS 、 SMB 、 iSCSI の場合は
IP アドレス、 FC の場合は WWPN ）だけです。LIFのアドレスは移動しても保持されます。ポートは複数
のLIFをホストできます。SVM には、それぞれ独自のセキュリティ、管理、およびネームスペースがありま
す。

ONTAP では、データ SVM に加え、管理用の特別な SVM を使用します。

• クラスタのセットアップ時に admin SVM が作成されます。

• ノードが新規または既存のクラスタに追加されると、 _node svm_is が作成されます。

• IPspace 内のクラスタレベルの通信用に、 _system svm_is を自動的に作成します。

これらの SVM はデータの提供には使用できません。また、クラスタ内およびクラスタ間のトラフィック用、
およびクラスタとノードの管理用に特別なLIFがあります。

ONTAPがミドルウェアに似ている理由

ONTAPがストレージ管理タスクに使用する論理オブジェクトは、適切に設計されたミドルウェアパッケージ
でよく知られている目標を達成します。具体的には、管理者を低レベルの実装の詳細から保護し、ノードやポ
ートなどの物理特性の変更から構成を切り離すことです。管理者は、ストレージインフラ全体ではなくいくつ
かのフィールドを再設定して、ボリュームやLIFを簡単に移動できるようにすることが基本的な考え方です。

SVMのユースケース

サービスプロバイダはセキュアなマルチテナンシー環境で SVM を使用し、各テナント
のデータを分離し、テナントごとに専用の認証と管理を実装して、チャージバックを簡
易化します。複数の LIF を同じ SVM に割り当てて異なる顧客のニーズに対応したり、
QoS を使用してテナントのワークロードが他のテナントのワークロード「 Bully 」にな
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らないようにしたりすることができます。

企業の管理者も同じような目的に SVM を使用します。たとえば、データを部門別に分離したり、ホストがア
クセスするストレージボリュームとユーザの共有ボリュームを別々の SVM に分けたりできます。iSCSI/FC

LUN および NFS データストアと SMB 共有とで SVM を分ける管理者もいます。

クラスタとSVMの管理

クラスタ管理者は、クラスタの管理 SVM にアクセスします。管理SVMと予約された名

前のクラスタ管理者は admin、クラスタのセットアップ時に自動的に作成されます。

デフォルトのロールを持つクラスタ管理者は、 `admin`クラスタとそのリソース全体を管理できます。クラス
タ管理者は、必要に応じて別のロールを割り当てた別のクラスタ管理者を作成することができます。

SVM administrator は、データ SVM にアクセスします。クラスタ管理者は、必要に応じてデータ SVM と
SVM 管理者を作成します。

SVM管理者には、デフォルトでロールが割り当てられ `vsadmin`ます。クラスタ管理者は、必要に応じて
SVM 管理者に別のロールを割り当てることができます。
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*_ ロールベースアクセス制御 (RBAC) _ *

管理者がアクセスできるコマンドは、管理者に割り当てられている _role_assigned コマンドで決まります。
ロールは管理者のアカウントを作成するときに割り当てます。必要に応じて、別のロールを割り当てたりカ
スタムロールを定義したりできます。

ネームスペースとジャンクションポイント

nas_namespace _ は、 _junction points_to によって結合されたボリュームを論理的にグ
ループ化して、単一のファイルシステム階層を作成します。十分な権限があるクライア
ントは、ストレージ内のファイルの場所を指定せずにネームスペース内のファイルにア
クセスできます。ジャンクションされたボリュームはクラスタ内の任意の場所に配置で
きます。

NAS クライアントは、目的のファイルを含むすべてのボリュームをマウントするのではなく、 nfs_export_を
マウントするか、 SMB_share にアクセスします。 _ エクスポートまたは共有は、ネームスペース全体または
ネームスペース内の中間的な場所を表します。クライアントは、アクセスポイントより下にマウントされてい
るボリュームにのみアクセスします。

ネームスペースには必要に応じてボリュームを追加できます。ジャンクションポイントは、親ボリュームジャ
ンクションのすぐ下に作成することも、ボリューム内のディレクトリに作成することもできます。「vol3」と

いう名前のボリュームのボリュームジャンクションへのパスは、またはの /vol1/dir2/vol3`ようになりま

す `/vol1/vol2/vol3 /dir1/dir2/vol3。このパスのことを _junction パスと呼びます。 _

SVM には、それぞれ一意のネームスペースがあります。SVM ルートボリュームは、ネームスペース階層への
エントリポイントです。

ノードに障害やフェイルオーバーが発生したときにデータを引き続き利用できるようにするに
は、 SVM ルートボリュームに _load-sharing mirror_copy を作成する必要があります。
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例

次の例は、ジャンクションパスがである「home4」という名前のボリュームをSVM vs1上に作成し
`/eng/home`ます。

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume home4 -aggregate aggr1

-size 1g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

パスのフェイルオーバー

パスノフェイルオーバーノガイヨウ

ONTAP でのパスのフェイルオーバーは、 NAS トポロジと SAN トポロジで大きく異な
ります。NAS LIF は、リンク障害が発生すると別のネットワークポートに自動的に移行
します。SAN LIF は、障害の発生後に手動で移動しないかぎり移行しません。代わり
に、ホストのマルチパステクノロジによって、同じSVM上の別のネットワークポートに
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アクセスしている別のLIFにトラフィックが転送されます。

NASパスのフェイルオーバー

NAS LIFは、現在のポートでリンク障害が発生すると、稼働しているネットワークポー
トに自動的に移行します。この移行先のポートは、 LIF の failover group のメンバーであ
る必要があります。_failover group policy_n を使用すると、データ LIF のフェイルオー
バーターゲットが、データとその HA パートナーを所有するノード上のポートに移動し
ます。

管理を容易にするため、 ONTAP ではネットワークアーキテクチャ内の各 _ ブロードキャストドメイン _ 用
のフェイルオーバーグループが作成されます。ブロードキャストドメインは、同じレイヤ2ネットワークに属
するポートをグループ化します。VLANを使用している場合、たとえば部門（エンジニアリング、マーケティ
ング、財務など）ごとにトラフィックを分離する場合は、VLANごとに個別のブロードキャストドメインが定
義されます。ブロードキャストドメインに関連付けられているフェイルオーバーグループは、ブロードキャス
トドメインのポートを追加または削除するたびに自動的に更新されます。

ほとんどの場合、フェイルオーバーグループを最新の状態に保つためには、ブロードキャストドメインを使用
してフェイルオーバーグループを定義することを推奨します。ただし、ブロードキャストドメインに関連付け
られていないフェイルオーバーグループを定義することもできます。たとえば、ブロードキャストドメインに
定義されているポートの一部にのみLIFをフェイルオーバーするように設定できます。

• _ サブネット _ *

a_subnet_ は、ブロードキャストドメイン内の IP アドレスのブロックを予約します。これらのアドレスは同
じレイヤ3ネットワークに属し、LIFの作成時にブロードキャストドメイン内のポートに割り当てられま
す。LIFアドレスを定義するときに、IPアドレスとネットワークマスクを指定するよりもサブネット名を指定
する方が簡単でエラーも少なくなります。
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SANパスのフェイルオーバー

リンク障害が発生した場合、SANホストはALUA（非対称論理ユニットアクセス）
とMPIO（マルチパスI/O）を使用して、稼働しているLIFにトラフィックを再ルーティン
グします。SVM が提供する LUN への使用可能なルートは、事前に定義されたパスで決
まります。

SAN 環境では、ホストは lun_targets への要求の _ イニシエータ _ とみなされます。 _MPIO を使用すると、
イニシエータからターゲットへの複数のパスを使用できます。ALUA は、「 _optimized paths 」と呼ばれる最
も直接パスを特定します。 _

通常は、LUNの所有者ノード上のLIFへの最適パスと、HAパートナー上のLIFへの最適化されていないパスを
それぞれ複数設定します。所有者ノードの1つのポートで障害が発生すると、稼働しているポートにトラフィ
ックがルーティングされます。すべてのポートで障害が発生した場合は、最適化されていないパスを介してト
ラフィックがルーティングされます。

ONTAP選択的LUNマップ（SLM）では、ホストからLUNへのパスの数がデフォルトで制限されます。新しく
作成したLUNには、そのLUNを所有するノードまたはそのHAパートナーへのパス経由でのみアクセスできま
す。また、イニシエータに対して port set で LIF を設定して、 LUN へのアクセスを制限することもできま
す。

*_ SAN 環境でのボリュームの移動 _ *

デフォルトでは、 ONTAP の選択的 LUN マップ（ SLM ） _ は、 SAN ホストから LUN へのパスの数を制限
します。新しく作成した LUN には、 LUN を所有するノードまたは HA パートナーである LUN の _reporting

nodes _ へのパス経由でのみアクセスできます。

つまり、ボリュームを別のHAペアのノードに移動する場合は、デスティネーションHAペアのレポートノー
ドをLUNマッピングに追加する必要があります。その後、MPIOセットアップで新しいパスを指定できま
す。ボリュームの移動が完了したら、ソースHAペアのレポートノードをマッピングから削除できます。
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ロードバランシング

ノードでの作業量が使用可能なリソースを超えると、ワークロードのパフォーマンスが
レイテンシの影響を受け始めます。ノードが過負荷になった場合は、使用可能なリソー
スを増やす（ディスクまたはCPUをアップグレードする）か、負荷を軽減する（必要に
応じてボリュームまたはLUNを別のノードに移動する）ことで対処できます。

また、 ONTAP ストレージのサービス品質（ QoS ） _ を使用して、重要なワークロードのパフォーマンスが
競合するワークロードの影響を受けて低下しないようにすることもできます。

• 競合するワークロードに対して QoS スループットの上限を設定すると、そのワークロードによるシステ
ムリソースへの影響を制限できます（最大 QoS ）。

• 重要なワークロードに対して QoS スループットの下限を設定すると、競合するワークロードによる要求
に関係なく、必要な最小スループットを確保できます（最小 QoS ）。

• 同じワークロードに対してQoSの上限と下限を設定できます。

スループットの上限

スループットの上限は、ワークロードのスループットを最大IOPSまたはMB/秒に制限します。次の図では、
ワークロード 2 のスループットの上限により、ワークロード 1 および 3 の「負荷」が発生しないようにして
います。

a_policy group_ は、 1 つ以上のワークロードに対するスループットの上限を定義します。ワークロードと
は、 a_storage オブジェクト： _a ボリューム、ファイル、 LUN 、または SVM 内のすべてのボリューム、フ
ァイル、 LUN の I/O 処理のことです。上限はポリシーグループの作成時に指定することも、ワークロードを
監視してから指定することもできます。

ワークロードのスループットは、特にスループットが急激に変化した場合、指定された上限
を10%までは超えることができます。バーストに対処するために、上限を50%まで超過するこ
とがあります。
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スループットの下限

スループットの下限は、ワークロードのスループットが最小IOPSを下回らないことを保証します。次の図で
は、ワークロード1とワークロード3のスループットの下限が設定されているため、ワークロード2からの要求
に関係なく、必要な最小スループットが確保されています。

これらの例からわかるように、スループットの上限はスループットを直接調整するのに対し、
スループットの下限は下限が設定されたワークロードを優先することでスループットを間接的
に調整します。

ワークロードは、ボリューム、LUN、またはONTAP 9 .3以降のfileのI/O処理を表します。スループットの下限
が定義されたポリシーグループは、SVMには適用できません。下限はポリシーグループの作成時に指定でき
ます。また、ワークロードを監視したあとで指定することもできます。

ノードやアグリゲートに十分なパフォーマンス容量（ヘッドルーム）がない場合やなどの重要
な処理の実行中は、ワークロードのスループットが指定された下限を下回ることがあります

volume move trigger-cutover。利用可能な容量が十分にあり、重要な処理を実行してい
ない場合でも、ワークロードのスループットが指定された下限を最大5%下回ることがありま
す。
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アダプティブQoS

通常、ストレージオブジェクトに割り当てるポリシーグループの値は固定値です。ストレージオブジェクトの
サイズが変わった場合は、値を手動で変更する必要があります。たとえば、ボリュームの使用スペースが増え
た場合、通常は指定されているスループットの上限も増やす必要があります。

アダプティブ QoS _ ワークロードのサイズの変更に合わせてポリシーグループの値が自動的に調整され、 TB

または GB あたりの IOPS が一定に維持されます。これは、何百何千という数のワークロードを管理する大規
模な環境では大きなメリットです。

アダプティブQoSは、主にスループットの上限の調整に使用しますが、下限の管理（ワークロードサイズが増
加した場合）にも使用できます。ワークロードのサイズは、ストレージオブジェクトに割り当てられたスペー
スまたはストレージオブジェクトで使用されているスペースのいずれかで表されます。

ONTAP 9 .5以降では、使用済みスペースをスループットの下限に使用できます。ONTAP 9 .4以
前のスループットの下限ではサポートされません。

+ ONTAP 9.13.1以降では、アダプティブQoSを使用して、SVMレベルでスループットの下限と上限を設定で
きます。

• 割り当て済みスペースのポリシーでは、ストレージオブジェクトの公称サイズを基準に IOPS と TB / GB

の比率が維持されます。比率が100 IOPS/GBの場合、150GBのボリュームのスループットの上限は、ボリ
ュームのサイズが変わらないかぎり15、000 IOPSです。ボリュームのサイズが300GBに変更されると、
アダプティブQoSによってスループットの上限が30、000 IOPSに調整されます。

• a_used space-policy （デフォルト）は、ストレージ効率化前に格納されている実際のデータの量に基づ
いて、 IOPS/TB|GB の比率を維持します。比率が100 IOPS/GBの場合、100GBのデータが格納されてい
る150GBのボリュームのスループットの上限は10、000 IOPSです。使用済みスペースの量が変わると、
アダプティブQoSによって比率に応じてスループットの上限が調整されます。
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レプリケーション

Snapshotコピー

従来、ONTAPレプリケーションテクノロジはディザスタリカバリ（DR）とデータアー
カイブのニーズに対応してきました。クラウドサービスの登場に伴い、ONTAPレプリケ
ーションは、NetAppデータファブリック内のエンドポイント間のデータ転送に適用され
るようになりました。これらすべての用途の基盤となるのが、ONTAPのSnapshotテクノ
ロジです。

Snapshot コピー _ は、ボリュームの読み取り専用のポイントインタイムイメージです。Snapshotコピーが作
成されると、アクティブファイルシステムとSnapshotコピーは同じディスクブロックを参照するため、追加
のディスクスペースは使用されません。イメージにはSnapshotコピーが最後に作成されてからのファイルへ
の変更のみが記録されるため、時間の経過とともに消費されるストレージスペースは最小限で済み、パフォー
マンスのオーバーヘッドもわずかです。

Snapshot コピーの効率性は、 ONTAP の中核的なストレージ仮想化テクノロジである ITS Write Anywhere

File Layout （ WAFL ）によって実現します。 _ WAFL は、データベースと同様に、メタデータを使用してデ
ィスク上の実際のデータブロックを参照します。ただし、データベースとは異なり、WAFLは既存のブロック
を上書きしません。更新されたデータは新しいブロックに書き込まれ、メタデータが変更されます。

Snapshotコピーは、データ ブロックをコピーするのではなく、Snapshotコピーの作成時にONTAPがメタデー
タを参照する仕組みになっているので、効率的です。他のシステムと違ってコピーするブロックを探す「シー
ク時間」も、コピー自体を作成するコストも発生しません。

Snapshotコピーを使用して、個々のファイルまたはLUNをリカバリしたり、ボリュームの内容全体をリスト
アしたりできます。Snapshotコピーのポインタ情報をディスク上のデータと比較することで、ダウンタイム
や多大なパフォーマンス コストなしで損失オブジェクトや破損オブジェクトが再構築されます。

Snapshot ポリシー _ は、ボリュームの Snapshot コピーの作成方法を定義します。このポリシー
は、Snapshotコピーを作成するタイミング、保持するコピーの数、Snapshotコピーに名前を付ける方法、お
よびSnapshotコピーにレプリケーション用のラベルを付ける方法を指定します。たとえば、毎日午前12時10

分に1つのSnapshotコピーを作成し、最新の2つのコピーを保持して「daily」（タイムスタンプを付加）とい
う名前を付け、レプリケーション用に「daily」というラベルを付けることができます。
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SnapMirrorディザスタリカバリとデータ転送

_ SnapMirror _は、地理的に離れたサイトのプライマリストレージからセカンダリストレ
ージへのフェイルオーバー用に設計されたディザスタリカバリテクノロジです。名前が
示すように、 SnapMirror はセカンダリストレージに作業データのレプリカ（ _mirror ）
を作成します。このデータから、プライマリサイトで災害が発生した場合にもデータの
提供を継続できます。

データはボリュームレベルでミラーリングされます。プライマリストレージのソースボリュームとセカンダリ
ストレージのデスティネーションボリュームの関係は、 _data 保護関係と呼ばれます。 _ ボリュームが存在
するクラスタと、ボリュームからデータを提供する SVM は _peered になります。 _a ピア関係を設定するこ
とで、クラスタと SVM の交換が可能になります データをセキュアに保護

SVM間にデータ保護関係を作成することもできます。このタイプの関係では、SVMのすべてま
たは一部の設定がNFSエクスポートおよびSMB共有からRBACにレプリケートされます。ま
た、SVMが所有するボリューム内のデータもレプリケートされます。

ONTAP 9 .10.1以降では、SnapMirror S3を使用してS3バケット間のデータ保護関係を作成できます。デステ
ィネーションバケットは、ローカルまたはリモートのONTAPシステムに配置することも、ONTAP以外のシス
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テム（StorageGRIDやAWSなど）に配置することもできます。

SnapMirror を初めて起動すると、ソース・ボリュームからデスティネーション・ボリュームへの _ ベースラ
イン転送 _ が実行されます。ベースライン転送の一般的な手順は次のとおりです。

• ソースボリュームのSnapshotコピーを作成します。

• Snapshotコピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロックをデスティネーションボリュームに転送
します。

• 「アクティブ」ミラーが破損した場合に備えて、ソースボリューム上の最新ではない残りの Snapshot コ
ピーをデスティネーションボリュームに転送します。

ベースライン転送が完了すると、SnapMirrorは新しいSnapshotコピーだけをミラーに転送します。更新は、
設定したスケジュールに従って非同期に行われます。保持では、ソース上のSnapshotポリシーがミラーリン
グされます。プライマリサイトで災害が発生した場合は最小限のシステム停止でデスティネーションボリュー
ムをアクティブ化し、サービスの復旧後にソースボリュームを再アクティブ化できます。

ベースラインの作成後はSnapMirrorでSnapshotコピーだけが転送されるため、無停止で高速なレプリケーシ
ョンが可能です。フェイルオーバーのユースケースが示すように、ミラーリングされたストレージからデータ
を効率的に提供するには、セカンダリシステムのコントローラがプライマリシステムのコントローラと同等ま
たはほぼ同等である必要があります。

• _ SnapMirror を使用したデータ転送 _ *

SnapMirrorを使用して、NetAppデータファブリック内のエンドポイント間でデータをレプリケートすること
もできます。SnapMirrorポリシーの作成時に、1回限りのレプリケーションと定期的なレプリケーションのど
ちらかを選択できます。
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SnapMirrorクラウドによるオブジェクトストレージへのバックアップ

_ SnapMirror cloud_は、データ保護ワークフローをクラウドに移行したいONTAPユーザ
向けに設計されたバックアップおよびリカバリテクノロジです。従来のテープバックア
ップアーキテクチャから脱却した組織は、長期的なデータ保持とアーカイブの代替リポ
ジトリとしてオブジェクトストレージを使用できます。SnapMirror Cloudは、永久増分
バックアップ戦略の一環として、ONTAPからオブジェクトストレージへのレプリケーシ
ョンを提供します。

SnapMirrorクラウドは、SnapMirrorレプリケーションテクノロジファミリーの拡張としてONTAP 9 .8で導入
されました。SnapMirrorはONTAPからONTAPへのバックアップによく使用されますが、SnapMirrorクラウド
では同じレプリケーションエンジンを使用して、ONTAPのSnapshotコピーをS3準拠のオブジェクトストレー
ジバックアップに転送します。

バックアップのユースケースをターゲットにしたSnapMirror Cloudは、長期保持とアーカイブの両方のワーク
フローをサポートしています。SnapMirrorと同様に、SnapMirrorの初回クラウドバックアップでボリュームの
ベースライン転送が実行されます。以降のバックアップでは、SnapMirror Cloudによってソースボリューム
のSnapshotコピーが生成され、変更されたデータブロックのみを含むSnapshotコピーがオブジェクトストレ
ージターゲットに転送されます。

SnapMirrorクラウド関係は、ONTAPシステムと、Amazon S3、Google Cloud Storage、Microsoft Azure Blob

Storageなどのオンプレミスとパブリッククラウドのオブジェクトストレージターゲットの間で設定できま
す。その他のオンプレミスオブジェクトストレージターゲットには、StorageGRIDやONTAP S3などがありま
す。

SnapMirrorクラウドレプリケーションはONTAPのライセンス機能であり、データ保護ワークフローのオーケ
ストレーションには承認済みのアプリケーションが必要です。SnapMirrorクラウドバックアップの管理には、
次のオーケストレーションオプションを使用できます。

• SnapMirrorクラウドレプリケーションのサポートを提供する複数のサードパーティバックアップパートナ
ー。参加ベンダーは、から入手でき"ネットアップのブログ"ます。

• ONTAP環境向けのNetAppネイティブソリューション向けBlueXP  バックアップ/リカバリ

• データ保護ワークフロー向けのカスタムソフトウェアを開発したり、自動化ツールを活用したりするため
のAPI
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SnapVaultアーカイブ

SnapMirrorライセンスは、バックアップ用のSnapVault関係とディザスタリカバリ用
のSnapMirror関係の両方をサポートするために使用されます。ONTAP 9 .3以降で
は、SnapVaultライセンスは廃止され、SnapMirrorライセンスを使用してバックアップ関
係、ミラー関係、ミラー関係とバックアップ関係を設定できます。SnapMirrorレプリケ
ーションは、SnapshotコピーのONTAPからONTAPへのレプリケーションに使用され、
バックアップとディザスタリカバリの両方のユースケースに対応します。

_ SnapVault _ は、基準への準拠およびその他のガバナンス関連の目的で、ディスクツーディスクの Snapshot

コピーレプリケーション用に設計されたアーカイブテクノロジです。通常、ソースボリューム内のSnapshot

コピーだけがデスティネーションに格納されるSnapMirror関係とは異なり、SnapVaultデスティネーションに
は、より長期間にわたって作成されたポイントインタイムのSnapshotコピーが保持されます。

たとえば、ビジネスに関する政府会計規制に準拠するために、データの月次Snapshotコピーを20年間にわた
って保持することができます。SnapVaultストレージからデータを提供する必要はないため、デスティネーシ
ョンシステムでは低速で低コストのディスクを使用できます。

SnapMirrorと同様に、SnapVaultは初回起動時にベースライン転送を実行します。ソースボリューム
のSnapshotコピーが作成され、そのコピーおよびコピーが参照するデータブロックがデスティネーションボ
リュームに転送されます。SnapMirrorとは異なり、SnapVaultではベースラインに古いSnapshotコピーは含ま
れません。

更新は、設定したスケジュールに従って非同期に行われます。関係のポリシーで定義するルールによって、更
新に含める新しいSnapshotコピーと保持するコピーの数が決まります。ポリシーで定義されているラベル (“`s

onty,”) は、ソース上の Snapshot ポリシーで定義されている 1 つ以上のラベルと一致する必要があります。そ
うしないと、レプリケーションが失敗します。

SnapMirrorとSnapVaultは同じコマンドインフラストラクチャを共有します。ポリシーの作成時
に使用する方法を指定します。どちらの方法でも、ピアクラスタとピアSVMが必要です。
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クラウドバックアップと従来のバックアップのサポート

ONTAP 9 .7以前でのみディスクツーディスクであったSnapMirrorおよびSnapVaultのデ
ータ保護関係に加えて、より低コストで長期的なデータ保持を実現できるバックアップ
ソリューションがいくつか登場しました。

多くのサードパーティ製データ保護アプリケーションが、ONTAPで管理されるデータに対して従来のバック
アップを提供しています。Veeam、Veritas、Commvaultなどが、ONTAPシステム向けの統合バックアップ機
能を提供しています。

Snapshot.8以降でONTAP 9は、SnapMirror CloudがONTAPインスタンスからオブジェクトストレージエンド
ポイントへのSnapshotコピーの非同期レプリケーションを提供します。SnapMirrorのクラウドレプリケーシ
ョンには、データ保護ワークフローのオーケストレーションと管理を行うための、ライセンスが必要で
す。SnapMirrorのクラウド関係は、ONTAPシステムからオンプレミスとパブリッククラウドのオブジェクト
ストレージターゲット（AWS S3、Google Cloud Storage Platform、Microsoft Azure Blob Storageなど）への
移行がサポートされ、ベンダーのバックアップソフトウェアで効率性が向上します。サポートされる認定アプ
リケーションやオブジェクトストレージベンダーの一覧については、NetAppの担当者にお問い合わせくださ
い。

クラウドネイティブのデータ保護に関心がある場合は、BlueXP  を使用して、オンプレミスボリュームとパブ
リッククラウド内のCloud Volumes ONTAPインスタンスの間にSnapMirror関係またはSnapVault関係を設定で
きます。

BlueXP  は、ソフトウェアサービス（SaaS）モデルを使用したCloud Volumes ONTAPインスタンスのバック
アップも提供します。NetApp Cloud CentralにあるCloud Backupを使用して、Cloud Volumes ONTAPインス
タンスをS3およびS3準拠のパブリッククラウドオブジェクトストレージにバックアップできます。

"Cloud Volumes ONTAPとBlueXP  のドキュメントリソース"

"NetApp Cloud Central"

MetroClusterの継続的可用性

MetroCluster構成は、物理的に分離された2つのミラークラスタを実装することでデータ
を保護します。各クラスタが、もう一方のクラスタのデータとSVMの設定を同期的にレ
プリケートします。一方のサイトで災害が発生した場合、管理者は、ミラーされたSVM

をアクティブ化し、サバイバーサイトからデータの提供を開始できます。

• ファブリック接続型MetroCluster _および MetroCluster IP _構成は、メトロポリタン規模のクラスタをサ
ポートします。

• _Stretch MetroCluster _configurations は、キャンパス全体のクラスタをサポートします。

どちらの場合も、クラスタ間でピア関係を確立する必要があります。

MetroCluster では、 _ SyncMirror _ という ONTAP 機能を使用して、もう一方のクラスタのストレージでコピ
ーまたは _フレ ツクス _ の形式で各クラスタのアグリゲートデータを同期的にミラーリングします。スイッ
チオーバーでは、サバイバークラスタ上のリモートプレックスがオンラインになり、セカンダリSVMがデー
タの提供を開始します。
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*_ MetroCluster 以外の実装で SyncMirror を使用する _ オプションで MetroCluster 以外の実装で SyncMirror

を使用することにより 'RAID タイプで保護されるディスク数よりも多くのディスクで障害が発生した場合や
'RAID グループのディスクへの接続が失われた場合のデータ損失を防ぐことができますこの機能はHAペアに
対してのみ使用できます。

アグリゲートデータは、別 々 のディスクシェルフに格納されたプレックスにミラーリングされます。いず
れかのシェルフが使用できなくなった場合、障害の原因を修正しながら、影響を受けていないプレックスが
引き続きデータを提供します。

SyncMirrorを使用してミラーリングされたアグリゲートには、ミラーされていないアグリゲートの2倍のスト
レージが必要であることに注意してください。各プレックスに、ミラーリングするプレックスと同じ数のデ
ィスクが必要です。たとえば、 1 、 440GB のアグリゲートをミラーリングするには、プレックス 1 つにつ
き 1 、 440GB 、合計で 2 、 880GB のディスクスペースが必要です。

SyncMirrorでは、ストレージのパフォーマンスと可用性を最適化するために、ミラーアグリゲート用に少な
くとも20%の空きスペースを確保することを推奨します。ミラーされていないアグリゲートでは10%が推奨
されますが、追加の10%のスペースはファイルシステムで増分変更に対応するために使用できます。増分変
更を行うと、ONTAPのcopy-on-write Snapshotベースのアーキテクチャにより、ミラーされたアグリゲート
のスペース使用率が向上します。これらのベストプラクティスに従わないと、SyncMirrorの再同期のパフォ
ーマンスが低下し、非共有クラウド環境のNDUやMetroCluster環境のスイッチバックなどの運用ワークフロ
ーに間接的に影響します。

SyncMirrorは、FlexArray仮想化の実装にも使用できます。

Storage Efficiency

ONTAPのStorage Efficiencyの概要

ストレージ効率とは、ストレージリソースを最適化し、無駄なスペースを最小限に抑
え、書き込み済みデータの物理的なフットプリントを削減することで、ストレージシス
テムが使用可能なスペースを効果的に利用する方法のことです。Storage Efficiencyが高
いほど、最大限のデータを最小限のスペースに最小限のコストで格納できます。たとえ
ば、重複するデータブロックとゼロでいっぱいのデータブロックを検出して排除す
るStorage Efficiencyテクノロジを利用すると、必要な物理ストレージの総容量が削減さ
れ、全体的なコストが削減されます。

ONTAPは、さまざまなStorage Efficiencyテクノロジを提供しています。このテクノロジを使用すると、デー
タが消費する物理ハードウェアやクラウドストレージの量を削減できます。また、データの読み取り速度、デ
ータセットのコピー速度、VMのプロビジョニング速度など、システムのパフォーマンスも大幅に向上しま
す。

ONTAPのStorage Efficiencyテクノロジは次のとおりです。

• * シンプロビジョニング *

シンプロビジョニングボリュームまたはLUNのストレージを事前にリザーブするのではなく、必要に応じ
て割り当てることができます。現在使用されていないスペースをリザーブすることなく、潜在的な使用量
に基づいてボリュームまたはLUNを過剰に割り当てることができるため、必要な物理ストレージの量が削
減されます。
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• * 重複排除 *

重複排除ボリュームに必要な物理ストレージの量を3つの方法で削減します。

◦ ゼロブロック重複排除

ゼロブロック重複排除は、すべてゼロでいっぱいになったデータブロックを検出して排除し、メタデ
ータのみを更新します。ゼロブロックで一般的に使用されているスペースの100%が削減されます。ゼ
ロブロック重複排除は、すべての重複排除ボリュームでデフォルトで有効になります。

◦ インライン重複排除

インライン重複排除は、重複するデータブロックを検出し、データがディスクに書き込まれる前に一
意の共有ブロックへの参照に置き換えます。インライン重複排除により、VMのプロビジョニング
が20~30%高速化されます。インライン重複排除は、ONTAPのバージョンとプラットフォームに応じ
て、ボリュームレベルまたはアグリゲートレベルで実行できます。AFFシステムおよびASAシステム
ではデフォルトで有効になっています。FASシステムでは、インライン重複排除を手動で有効にする
必要があります。

◦ バックグラウンド重複排除

バックグラウンド重複排除も、重複するデータブロックを検出して一意の共有ブロックへの参照に置
き換えますが、データがディスクに書き込まれたあとに実行することで、ストレージ効率がさらに向
上します。ストレージシステムで特定の条件が満たされたときに実行されるように、バックグラウン
ド重複排除を設定できます。たとえば、ボリュームの利用率が10%に達したときにバックグラウンド
重複排除を実行できます。バックグラウンド重複排除は手動でトリガーすることも、特定のスケジュ
ールで実行されるように設定することもできます。AFFシステムおよびASAシステムではデフォルト
で有効になっています。FASシステムでは、バックグラウンド重複排除を手動で有効にする必要があ
ります。

重複排除は、ボリューム内と、アグリゲート内のボリューム間でサポートされます。通常、重複排除され
たデータの読み取りがパフォーマンスに影響することはありません。

• * 圧縮 *

圧縮データブロックを圧縮グループに結合し、各ブロックを単一のブロックとして格納することで、ボリ
ュームに必要な物理ストレージの量を削減します。読み取り要求または上書き要求を受信すると、ファイ
ル全体ではなく、少数のブロックグループのみが読み取られます。このプロセスにより、読み取りと上書
きのパフォーマンスが最適化され、圧縮されるファイルのサイズの拡張性が向上します。

圧縮は、インラインまたはポストプロセスで実行できます。インライン圧縮では、ディスクに書き込む前
にメモリ内のデータを圧縮することで、スペースを即座に削減できます。ポストプロセス圧縮では、まず
ブロックが圧縮されていない状態でディスクに書き込まれ、次にスケジュールされた時刻にデータが圧縮
されます。AFAシステムではデフォルトで有効になっています。他のすべてのシステムでは、手動で圧縮
を有効にする必要があります。

• 圧縮

コンパクションを使用すると、サイズが4KB未満のデータチャンクを作成して単一のブロックに結合する
ことで、ボリュームに必要な物理ストレージの量が削減されます。コンパクションはデータがメモリに残
っている間に実行されるため、ディスク上で不要なスペースが消費されることはありません。AFFシステ
ムおよびASAシステムではデフォルトで有効になっています。FASシステムでは、手動でコンパクション
を有効にする必要があります。
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• * FlexCloneボリューム、ファイル、LUN *

FlexCloneテクノロジSnapshotメタデータを活用して、ボリューム、ファイル、LUNの書き込み可能なポ
イントインタイムコピーを作成します。コピーはデータブロックを親と共有し、変更がコピーまたはその
親に書き込まれるまでメタデータに必要な分以外ストレージを消費しません。変更が書き込まれると、差
分のみが保存されます。

従来の手法でコピーを作成すると数分から数時間かかりますが、FlexCloneテクノロジを使用すれば大規
模なデータセットのコピーもほぼ瞬時に作成できます。

• 温度に敏感なストレージ効率

ONTAPを使用すると "温度に敏感なストレージ効率" 、ボリュームのデータへのアクセス頻度を評価し、
その頻度とデータに適用される圧縮レベルをマッピングすることができます。アクセス頻度の低いコール
ドデータの場合は、大容量のデータブロックが圧縮されます。頻繁にアクセスされて上書きされるホット
データの場合は、小さいデータブロックが圧縮されるため、プロセスが効率化されます。

ONTAP 9.8で導入されたTemperature-Sensitive Storage Efficiency（TSSE）は、新しく作成したシンプロ
ビジョニングAFFボリュームで自動的に有効になります。ハードウェアオフロードプロセッサを使用す
るONTAP 9.15.1で導入されたでは、この機能は有効になっていません "AFF A70、AFF A90、およびAFF

A1Kプラットフォーム" 。

• * CPUまたは専用オフロード・プロセッサーのストレージ効率*

ONTAP 9 .15.1以降では、ONTAPがAFF A70、AFF A90、AFF A1K、FAS70、FAS90の各プラットフォー
ムにデータコンパクション機能を提供して"CPUまたは専用オフロードプロセッサのストレージ効率"いま
す。AFF A70、AFF A90、およびAFF A1Kシステムでは、Storage Efficiencyが自動的に有効になるため、
設定は必要ありません。

これらのテクノロジのメリットを日常業務で最小限の労力で実現できます。たとえば、5、000人のユーザに
ホームディレクトリ用のストレージを提供する必要があり、任意のユーザが必要とする最大スペースが1GBで
あるとします。潜在的なストレージニーズに合わせて、5TBのアグリゲートを事前にリザーブすることもでき
ます。ただし、ホームディレクトリの容量要件は組織によって大きく異なることもわかっています。組織用に
合計スペースを5TBリザーブする代わりに、2TBのアグリゲートを作成できます。シンプロビジョニングを使
用すると、名目上は各ユーザに1GBのストレージを割り当てることができますが、ストレージは必要に応じて
のみ割り当てることができます。時間の経過とともにアグリゲートをアクティブに監視し、実際の物理サイズ
を必要に応じて増やすことができます。

別の例として、仮想デスクトップ間で大量の重複データが発生している仮想デスクトップインフラ（VDI）を
使用しているとします。重複排除は、VDI全体で重複する情報ブロックを自動的に排除し、元のブロックへの
ポインタに置き換えることで、ストレージの使用量を削減します。他のONTAPのStorage Efficiencyテクノロ
ジ（圧縮など）も、手動操作なしでバックグラウンドで実行できます。

ONTAPディスクパーティショニングテクノロジは、ストレージ効率も向上します。RAID DPテクノロジは、
パフォーマンスを犠牲にしたり、ディスクミラーリングのオーバーヘッドを増大させたりすることなく、二重
ディスク障害からデータを保護します。ONTAP 9を使用した高度なSSDパーティショニングにより、使用可
能容量が約20%増加します。

NetAppは、オンプレミスのONTAPと同じStorage Efficiency機能をクラウドで提供します。オンプレミス
のONTAPからクラウドにデータを移行する場合は、既存のストレージ効率が維持されます。たとえば、ビジ
ネスクリティカルなデータを含むSQLデータベースを、オンプレミスシステムからクラウドに移行するとしま
す。BlueXP  のデータレプリケーションを使用してデータを移行できます。また、移行プロセスの一環とし
て、クラウド内のSnapshotコピーに対して最新のオンプレミスポリシーを有効にすることもできます。
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シンプロビジョニング

ONTAP は、 Snapshot コピーに加え、 Storage Efficiency テクノロジも幅広く提供して
います。主なテクノロジには、シンプロビジョニング、重複排除、圧縮、 FlexClone ボ
リューム、ファイル、 LUN の割り当てが可能です。Snapshot コピーと同様に、いずれ
も ONTAP の Write Anywhere File Layout （ WAFL ）を基盤としています。

シンプロビジョニングされたボリュームまたは LUN は、ストレージが事前に予約されていないボリュームで
す。代わりに、ストレージは必要に応じて動的に割り当てられます。ボリュームまたは LUN 内のデータが削
除されると、空きスペースはストレージシステムに戻されます

たとえば、 5 、 000 人のユーザにホームディレクトリ用のストレージを提供する必要があるとします。ホー
ムディレクトリの消費スペースは、最大で 1GB と推定されます。

この状況では、 5TB の物理ストレージを購入することが考えられます。ホームディレクトリを格納するボリ
ュームごとに、最もスペースを消費するユーザのニーズを満たす十分なスペースを確保します。

しかし実際には、ホームディレクトリに必要とされる容量はコミュニティによって大きく異なることもわかっ
ています。ストレージを大量に消費するユーザごとに、ほとんど、またはまったく消費しないユーザが 10 人
あります。

シンプロビジョニングを使用すると、使用しない可能性があるストレージを購入することなく、ストレージを
大量に消費するユーザのニーズを満たすことができます。ストレージスペースは実際に消費されるまで割り当
てられないため 2TB のアグリゲートを「オーバーコミット」するには、アグリゲートに含まれる 5 、 000 ボ
リュームのそれぞれに名目上は 1GB のサイズを割り当てる必要があります。

ライトユーザとヘビーユーザの比率が10：1であること、およびアグリゲートの空きスペースをアクティブに
監視しているかぎり、スペース不足によってボリュームへの書き込みが失敗することはありません。

重複排除

重複排除 _ 重複するブロックを破棄して単一の共有ブロックへの参照に置き換えること
で、ボリューム（または AFF アグリゲート内のすべてのボリューム）に必要な物理スト
レージの量を削減します。通常、重複排除されたデータの読み取りがパフォーマンスに
影響することはありません。ノードに負荷が集中している場合を除き、書き込みによる
影響もほとんどありません。

通常の使用でデータが書き込まれると、 WAFL はバッチプロセスを使用して _ ブロックシグネチャのカタロ
グを作成します。 _ 重複排除の開始後、 ONTAP はカタログ内のシグネチャを比較して重複ブロックを特定し
ます。一致するブロックが存在する場合は、カタログの作成後に候補ブロックが変更されていないことを確認
するために、1バイトずつ比較されます。すべてのバイトが一致した場合にのみ、重複ブロックが破棄され、
そのディスクスペースが解放されます。
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圧縮

_Compression ： _ 圧縮グループ内のデータブロックを結合し、それぞれを 1 つのブロ
ックとして格納することで、ボリュームに必要な物理ストレージの量を減らしま
す。ONTAP では、ファイルや LUN 全体ではなく、要求されたデータを含む圧縮グルー
プのみが解凍されるため、従来の圧縮手法よりも短時間で圧縮されたデータを読み取る
ことができます。

インライン圧縮とポストプロセス圧縮の 2 つがあり、個別に実行することも組み合わせて実行することもで
きます。

• _Inline compression_compression は、データをメモリで圧縮してからディスクに書き込まれます。ボリ
ュームへの書き込み I/O は大幅に削減されますが、書き込みパフォーマンスが低下する可能性がありま
す。負荷の高い処理は次回のポストプロセス圧縮処理まで保留されます。

• _ポスト プロセス圧縮：ディスクに書き込まれたデータを、重複排除と同じスケジュールで圧縮します。

*_ インラインデータコンパクション _ * ゼロで埋められた小さなファイルまたは I/O は、 4KB の物理ストレ
ージが必要かどうかに関係なく、 4KB ブロックに格納されます。_ インラインデータコンパクション _ で
は、通常であれば複数の 4KB ブロックを消費するデータチャンクをディスク上の 1 つの 4KB ブロックに結
合します。コンパクションはデータがメモリにある間に行われるため、高速のコントローラに適していま
す。

FlexCloneボリューム、ファイル、LUN

_FlexClone_technology は、 Snapshot メタデータを参照して、ボリュームの書き込み可
能なポイントインタイムコピーを作成しています。コピーはデータブロックを親と共有
し、変更がコピーに書き込まれるまでメタデータに必要な分以外ストレージを消費しま
せん。FlexCloneファイルとFlexClone LUNは同じテクノロジを使用しますが、元
のSnapshotコピーは必要ありません。

従来型のコピーの作成には数分から数時間かかることがありますが、FlexCloneソフトウェアを使用すると、
大規模なデータセットでもほぼ瞬時にコピーできます。そのため、同一のデータセットの複数のコピー（仮想
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デスクトップ環境など）やデータセットの一時的なコピー（本番環境のデータセットに対してアプリケーショ
ンをテストする）が必要な状況に最適です。

既存のFlexCloneボリュームをクローニングしたり、LUNクローンを含むボリュームをクローニングしたり、
ミラーとバックアップのデータをクローニングしたりできます。FlexClone ボリュームは親からスプリットで
きます。スプリットされた場合、コピーには独自のストレージが割り当てられます。

System Managerでの容量測定

システム容量は、物理スペースと論理スペースのどちらかで測定できます。ONTAP 9 .7

以降では、System Managerで物理容量と論理容量の両方を測定できます。

次の説明では、2つの測定値の違いについて説明します。

• 物理容量：物理スペースは、ボリュームまたはローカル階層で使用されているストレージの物理ブロック
を表します。Storage Efficiency機能（重複排除や圧縮など）によってデータが削減されるため、通常、使
用済み物理容量の値は使用済み論理容量の値よりも小さくなります。

• 論理容量：論理スペースは、ボリュームまたはローカル階層で使用可能なスペース（論理ブロック）で
す。論理スペースとは、重複排除や圧縮の結果を考慮せずに理論上のスペースをどのように使用できるか
を指します。使用済み論理スペースの値は、使用済み物理スペースの量に、設定されているStorage

Efficiency機能（重複排除や圧縮など）による削減量を加えた値になります。この測定値にはSnapshotコ
ピー、クローン、その他のコンポーネントが含まれ、データ圧縮などの物理スペース削減量が反映されな
いため、使用済み物理容量よりも多く表示されることがあります。したがって、合計論理容量がプロビジ
ョニング済みスペースよりも大きくなる可能性があります。

System Managerでは、容量表現にルートストレージ階層（アグリゲート）の容量は考慮されま
せん。

使用済み容量の測定値

使用済み容量の測定値は、次の表で説明するように、使用しているSystem Managerのバージョンによって表
示されます。

41



System Manager のバージョン 容量に使用される用語 参照される容量のタイプ

9.9.1以降 使用済み論理容量 使用済み論理スペース（Storage Efficiency

の設定が有効になっている場合）

9.7および9.8 使用済み 使用済みの論理スペース（ Storage

Efficiency の設定が有効になっている場合
）

9.5 および 9.6 （クラシックビ
ュー）

使用済み 使用済みの物理スペース

容量の測定条件

容量の定義には次の用語が使用されます。

• 割り当て容量：Storage VM内のボリュームに割り当てられているスペースの量。

• 使用可能：Storage VMまたはローカル階層でデータの格納やボリュームのプロビジョニングに使用できる
物理スペースの量。

• ボリューム間の容量：Storage VM上のすべてのボリュームの使用済みストレージと使用可能なストレージ
の合計。

• クライアントデータ：クライアントデータに使用されているスペースの量（物理または論理）。

◦ ONTAP 9.13.1以降では、クライアントデータで使用されている容量を*論理使用済み*と呼
び、Snapshotコピーで使用されている容量は別 々 に表示されます。

◦ ONTAP 9.12.1以前では、クライアントデータに使用されている容量がSnapshotコピーで使用されてい
る容量に追加された容量を*論理使用済み*と呼びます。

• * Committed *：ローカル階層のコミット済み容量。

• データ削減：取り込まれたデータのサイズと格納されたデータのサイズの比率。

◦ ONTAP 9 .13.1以降、データ削減機能では、重複排除や圧縮など、ほとんどのストレージ効率化機能
の結果が考慮されますが、Snapshotやシンプロビジョニングはデータ削減率に含まれません。

◦ ONTAP 9.12.1以前では、データ削減比率は次のように表示されます。

▪ [容量]*パネルに表示されるデータ削減量には、使用済み物理スペースに対するすべての使用済み論
理スペースの総削減率が表示され、Snapshotコピーやその他のStorage Efficiency機能の使用によ
るメリットも含まれます。

▪ 詳細パネルを表示すると、概要パネルに表示された*[全体]*の比率と、クライアントデータのみで
使用されている物理スペースと比較した、クライアントデータのみで使用されている論理スペー
スの比率の両方が表示されます。これを「Snapshotコピーとクローンなし」*と呼びます。

• 使用済み論理容量：

◦ ONTAP 9.13.1以降では、クライアントデータで使用されている容量を*論理使用済み*と呼
び、Snapshotコピーで使用されている容量は別 々 に表示されます。

◦ ONTAP 9.12.1以前では、クライアントデータで使用されている容量がSnapshotコピーで使用されてい
る容量に追加された容量を*論理使用済み*と呼びます。

• * Logical Used%*：Snapshotリザーブを除く、プロビジョニングサイズに対する現在の使用済み論理容量
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の割合。この値にはボリュームでの効率化による削減も含まれるため、100%を超える場合があります。

• 最大容量：Storage VM上のボリュームに割り当てられる最大スペース。

• 使用済み物理容量：ボリュームまたはローカル階層の物理ブロックで使用されている容量。

• * Physical Used %*：ボリュームの物理ブロックで使用されている容量の、プロビジョニングされたサイ
ズに対する割合。

• プロビジョニングされた容量：Cloud Volumes ONTAPシステムから割り当てられ、ユーザやアプリケーシ
ョンのデータを格納できる状態にあるファイルシステム（ボリューム）。

• * Reserved *：ローカル階層ですでにプロビジョニングされているボリューム用にリザーブされているス
ペースの量。

• 使用済み：データが格納されているスペースの量。

• * usedおよびreserved *：使用済みの物理スペースとリザーブスペースの合計です。

Storage VMの容量

Storage VMの最大容量は、ボリュームに割り当てられている合計スペースに未割り当ての残りスペースを足
したものです。

• ボリュームの割り当てスペースは、FlexVol、FlexGroup、およびFlexCacheの使用済み容量と使用可能容
量の合計です。

• ボリュームの容量は、制限されている場合、オフラインの場合、または削除後にリカバリキューに格納さ
れている場合でも、合計に含まれます。

• ボリュームに自動拡張が設定されている場合は、ボリュームの最大オートサイズの値が合計で使用されま
す。自動拡張を使用しない場合は、ボリュームの実際の容量が合計で使用されます。

次のグラフは、ボリューム間の容量の測定値と最大容量の関係を示しています。
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ONTAP 9 .13.1以降では、クラスタ管理者が使用できます"Storage VMの最大容量制限を有効にする"。ただ
し、データ保護、SnapMirror関係、またはMetroCluster構成のボリュームを含むStorage VMに対してストレー
ジ制限を設定することはできません。また、Storage VMの最大容量を超えるようにクォータを設定すること
はできません。

最大容量制限の設定後は、現在割り当てられている容量よりも小さいサイズに変更することはできません。

Storage VMが最大容量に達すると、一部の処理を実行できなくなります。System Managerには、の次の手
順"インサイト"に関する推奨事項が表示されます。

容量の測定単位

System Manager は、 1024 （ 210 ）バイトのバイナリ単位に基づいてストレージ容量を計算します。

• .10.1以降では、ONTAP 9 Managerにストレージ容量の単位がKiB、MiB、GiB、TiB、およびPiBとして表
示されます。

• ONTAP 9 .10.0以前では、これらの単位は、System ManagerにKB、MB、GB、TB、およびPBとして表示
されます。

System Managerでスループットに使用される単位は、ONTAPのすべてのリリースで、KB/

秒、MB/秒、GB/秒、TB/秒、およびPB/秒のままです。
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ONTAP 9.10.0 以前
の System Manager

で表示される容量の
単位

ONTAP 9.10.1以降
のSystem Manager

に表示される容量単
位

計算 バイト単位の値

KB KiB 1024 1024バイト

MB MIB 1024 * 1024 1、048、576バイト

GB GIB 1024 * 1024 * 1024 1、073、741、824バイト

TB TiB 1024 * 1024 * 1024 * 1024 1、099、511、627、776バイト

PB PIB 1024 * 1024 * 1024 * 1024 *

1024
1、125、899、906、842、624

バイト

関連情報

"System Managerで容量を監視する"

"ボリュームの論理スペースのレポートと適用"

温度に基づくStorage Efficiencyの概要

ONTAPは、ボリュームのデータへのアクセス頻度を評価し、その頻度とデータに適用さ
れる圧縮レベルをマッピングすることで、温度に影響されるStorage Efficiencyのメリッ
トを提供します。アクセス頻度の低いコールドデータの場合は大容量のデータブロック
が圧縮され、頻繁にアクセスされて上書きされるホットデータの場合は小さなデータブ
ロックが圧縮されるため、プロセスが効率化されます。

Temperature-Sensitive Storage Efficiency（TSSE）はONTAP 9 .8で導入された機能で、新しく作成したシン
プロビジョニングAFFボリュームで自動的に有効になります。既存のAFFボリュームおよびシンプロビジョニ
ングされた非AFF DPボリュームでは、温度に基づくStorage Efficiencyを有効にすることができます。

温度に基づくストレージ効率化は、AFF A70、AFF A90、およびAFF A1Kのプラットフォーム
には適用されません。これらのプラットフォームでは、ホットデータやコールドデータに基づ
いて圧縮が行われないため、データがコールドになるのを待たずに圧縮が開始されます。

「デフォルト」モードと「効率的」モードの導入

ONTAP 9 .10.1以降では、AFFシステムにのみ_default_and_efficient_volume-levelのStorage Efficiencyモード
が導入されています。この2つのモードでは、新しいAFFボリュームの作成時のデフォルトモードであるファ
イル圧縮（デフォルト）と、温度に基づくStorage Efficiency（効率的）のどちらかを選択できます。"温度に
基づくストレージ効率化は明示的に設定する必要があります"自動アダプティブ圧縮を有効にするに
は、ONTAP 9 .10.1を使用します。ただし、AFFプラットフォームでは、データコンパクション、自動重複排
除スケジュール、インライン重複排除、ボリューム間インライン重複排除、ボリューム間バックグラウンド重
複排除などの他のStorage Efficiency機能が、デフォルトモードと効率モードのどちらでもデフォルトで有効に
なります。

どちらのStorage Efficiencyモード（デフォルトと効率化）も、FabricPool対応のアグリゲートでサポートさ
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れ、すべての階層化ポリシータイプでサポートされます。

Cシリーズプラットフォームで温度に基づくStorage Efficiencyを有効化

温度に基づくStorage Efficiencyは、AFF Cシリーズプラットフォーム、および次のリリースがインストールさ
れたデスティネーションでボリューム移動またはSnapMirrorを使用して、非TSSEプラットフォームか
らTSSE対応Cシリーズプラットフォームにボリュームを移行する場合、デフォルトで有効になります。

• ONTAP 9.12.1P4以降

• ONTAP 9.13.1以降

詳細については、を参照してください "ボリューム移動処理とSnapMirror処理でのStorage Efficiencyの動作"。

既存のボリュームでは、温度に基づくStorage Efficiencyは自動的には有効になりませんが、"Storage

Efficiencyモードを変更します"手動で効率化モードに変更できます。

Storage Efficiencyモードを効率化モードに変更したあとに元に戻すことはできません。

連続する物理ブロックをシーケンシャルにパッキングすることでストレージ効率が向上

ONTAP 9 .13.1以降では、温度に左右されるストレージ効率化機能によって、連続する物理ブロックのシーケ
ンシャルパッキングが追加され、ストレージ効率がさらに向上します。システムをONTAP 9にアップグレー
ドすると、温度の影響を受けやすいStorage Efficiencyが有効になっているボリュームでは、シーケンシャルパ
ッキングが自動的に有効になります。13.1シーケンシャルパッキングを有効にした後は、を実行する必要があ
ります"既存のデータを手動で再パックします"。

アップグレード時の考慮事項

ONTAP 9 .10.1以降にアップグレードする場合、既存のボリュームには、ボリュームで現在有効になっている
圧縮のタイプに基づいてStorage Efficiencyモードが割り当てられます。アップグレードの実行中、圧縮が有効
なボリュームにはデフォルトモードが割り当てられ、温度に基づくStorage Efficiencyが有効なボリュームには
効率モードが割り当てられます。圧縮が有効になっていない場合、Storage Efficiencyモードは空白のままで
す。

CPUまたは専用オフロードプロセッサのストレージ効率

ONTAP 9 .15.1以降では、ONTAPでAFF A70、AFF A90、AFF A1K、FAS70、FAS90の
各プラットフォームでStorage Efficiencyとデータコンパクションを実行できます。

プラットフォームに応じて、アップグレード時に次の条件が適用されます。

• 圧縮は、メインCPUまたは専用のオフロードプロセッサを使用して実行されます。

• Storage Efficiencyは、シンプロビジョニングされたすべてのボリュームまたは既存のボリュームでデフォ
ルトで有効になります。

FF A70、AFF A90、またはAFF A1Kプラットフォームの場合、Storage Efficiencyは自動的に有効になり、
設定は必要ありません。これは、新しく作成したすべてのシンプロビジョニングボリュームと既存のデー
タ（他のプラットフォームからAFF A70、AFF A90、またはAFF A1Kプラットフォームに移動されたボリ
ュームを含む）に適用されます。

FAS70またはFAS90プラットフォームでは、アップグレード前にStorage Efficiencyが有効になっていた既
存のシンプロビジョニングボリュームでのみ、Storage Efficiencyがデフォルトで有効になります。CLIま

46

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/volumes/storage-efficiency-behavior-snapmirror-reference.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/change-efficiency-mode-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html
../volumes/run-efficiency-operations-manual-task.html


たはREST APIメソッドを使用して、新しく作成したボリュームでStorage Efficiencyを有効にできます。

• ボリューム移動またはSnapMirrorテクノロジを使用して移行されたデータは、32Kのインライン圧縮に自
動的に変換されます。

AFF A70、AFF A90、またはAFF A1Kプラットフォームの場合、データは自動的に変換されます。

FAS70またはFAS90プラットフォームでは、元のプラットフォームで圧縮が有効になっている場合にのみ
データが変換されます。

温度に基づくストレージ効率化は、AFF A70、AFF A90、AFF A1K、FAS70、FAS90のプラットフォームには
適用されません。これらのプラットフォームでは、ホットデータやコールドデータに基づいて圧縮が行われな
いため、データがコールドになるのを待たずに圧縮が開始されます。

AFF A70、AFF A90、AFF A1K、FAS70、およびFAS90プラットフォームのStorage Efficiencyでは、連続する
物理ブロックのシーケンシャルパッキングを使用して、圧縮データのストレージ効率がさらに向上します。

コントローラをAFF A70、AFF A90、AFF A1K、FAS70、またはFAS90にアップグレードする方法について
は、を参照して "ONTAPハードウェアのアップグレードに関するドキュメント"ください。

セキュリティ

クライアント認証と許可

ONTAPでは、標準的な方法を使用して、クライアントと管理者によるストレージへのア
クセスを保護し、ウィルスから保護します。保存データの暗号化とWORMストレージに
は、高度なテクノロジを使用できます。

ONTAPは、信頼できるソースでIDを検証することで、クライアントマシンおよびユーザを認証しま
す。ONTAPは、ユーザのクレデンシャルとファイルまたはディレクトリに設定されている権限を比較するこ
とで、ユーザにファイルまたはディレクトリへのアクセスを許可します。

認証

ローカルまたはリモートのユーザアカウントを作成できます。

• ローカルアカウントでは、アカウント情報がストレージシステム上に格納されます。

• リモートアカウントでは、アカウント情報がActive Directoryドメインコントローラ、LDAPサーバ、また
はNISサーバに格納されます。

ONTAPは、ローカルまたは外部のネームサービスを使用して、ホスト名、ユーザ、グループ、ネットグルー
プ、およびネームマッピング情報を検索します。ONTAPは次のネームサービスをサポートしています。

• ローカルユーザ

• DNS

• 外部NISドメイン

• 外部LDAPドメイン

a_name service switch table_ には、ネットワーク情報を検索するソースと、その検索順序を指定します（
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UNIX システムの /etc/nsswitch.conf ファイルに相当する機能を提供します）。NASクライアントがSVMに
接続すると、ONTAPは指定されたネームサービスをチェックして必要な情報を取得します。

*kerberos support*Kerberos は ' クライアント / サーバ実装でユーザ・パスワードを暗号化することによっ
て「三次認証」を提供するネットワーク認証プロトコルですONTAPは、整合性チェック機能を備え
たKerberos 5認証（krb5i）とプライバシーチェック機能を備えたKerberos 5認証（krb5p）をサポートしてい
ます。

許可

ONTAPでは、3つのレベルのセキュリティを評価して、SVM上にあるファイルおよびディレクトリに対して要
求された操作を実行する権限がエンティティにあるかどうかを判断します。アクセスは、セキュリティレベル
の評価後に有効な権限によって決定されます。

• エクスポート（NFS）および共有（SMB）セキュリティ

エクスポートおよび共有セキュリティは、特定のNFSエクスポートまたはSMB共有へのクライアントアク
セスに適用されます。管理Privilegesを持つユーザは、SMBクライアントおよびNFSクライアントからエ
クスポートおよび共有レベルのセキュリティを管理できます。

• ストレージレベルのアクセス保護のファイルとディレクトリのセキュリティ

ストレージレベルのアクセス保護セキュリティは、SVMボリュームへのSMBおよびNFSクライアントアク
セスに適用されます。NTFSのアクセス権限のみがサポートされます。ONTAPがストレージレベルのアク
セス保護が適用されているボリューム上のデータにアクセスするUNIXユーザのセキュリティチェックを
実行するには、UNIXユーザがボリュームを所有するSVM上のWindowsユーザにマッピングされている必
要があります。

• NTFS、UNIX、およびNFSv4の標準のファイルレベルセキュリティ

ストレージオブジェクトを表すファイルまたはディレクトリには、ネイティブのファイルレベルのセキュ
リティが存在します。ファイルレベルのセキュリティはクライアントから設定できます。ファイル権限
は、データへのアクセスにSMBとNFSのどちらを使用するかに関係なく有効です。

SAMLによる認証

ONTAPでは、リモートユーザの認証でSecurity Assertion Markup Language（SAML）がサポートされます。
いくつかの一般的なIDプロバイダ（IdP）がサポートされています。サポートされているIdPとSAML認証を有
効にする手順の詳細については、を参照してください"SAML認証の設定"。

OAuth 2.0とONTAP REST APIクライアント

ONTAP 9.14以降では、Open Authorization（OAuth 2.0）フレームワークがサポートされています。クライア
ントでREST APIを使用してONTAPにアクセスする場合、認証とアクセス制御には、OAuth 2.0しか使用でき
ません。ただし、その機能を有効にするためには、CLI、System Manager、REST APIなどの任意のONTAP管
理インターフェイスを使用できます。

OAuth 2.0の標準的な機能は、いくつかの一般的な認証サーバとともにサポートされています。相互TLSベー
スの送信者制約付きアクセス トークンを使用することで、ONTAPのセキュリティをさらに強化できます。ま
た、自己完結型スコープや、ONTAP RESTロールやローカル ユーザ定義との統合など、多様な認証オプショ
ンを利用できます。詳細については、を参照してください "ONTAP OAuth 2.0実装の概要" 。
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カンリシヤニンシヨウトRBAC

管理者は、ローカルまたはリモートのログインアカウントを使用してクラスタおよび
SVM への認証を行います。管理者がアクセスできるコマンドは、Role-Based Access

Control（RBAC；ロールベースアクセス制御）によって決まります。

認証

クラスタおよび SVM の管理者アカウントは、ローカルまたはリモートのいずれかとして作成できます。

• ローカルアカウントでは、アカウント情報、公開鍵、セキュリティ証明書がストレージシステムに格納さ
れます。

• リモートアカウントでは、アカウント情報がActive Directoryドメインコントローラ、LDAPサーバ、また
はNISサーバに格納されます。

ONTAP では、 DNS を除き、管理者アカウントの認証にクライアントの認証と同じネームサービスを使用し
ます。

RBAC

管理者がアクセスできるコマンドは、管理者に割り当てられている _role_assigned コマンドで決まります。
ロールは管理者のアカウントを作成するときに割り当てます。必要に応じて、別のロールを割り当てたりカス
タムロールを定義したりできます。

ウィルススキャン

ストレージシステムに統合されたウィルス対策機能を使用すると、ウィルスやその他の
悪意のあるプログラムからデータを保護できます。ONTAP ウィルススキャン（ _vscan

）は、クラス最高のサードパーティ製ウィルス対策ソフトウェアと ONTAP 機能を組み
合わせたもので、どのファイルをスキャンするか、いつスキャンするかを柔軟に制御で
きます。

スキャン処理は、サードパーティベンダーのウィルス対策ソフトウェアをホストする外部サーバにオフロード
されます。ネットアップが提供し、外部サーバにインストールされる ONTAP Antivirus Connector は、ストレ
ージシステムとウィルス対策ソフトウェア間の通信を処理します。

• クライアントが SMB 経由でファイルを開く、読み取る、名前を変更する、閉じるたびにウィルスチェッ
クを行うには、 _on_access scanning_to を使用します。ファイル処理は、外部サーバからファイルのス
キャンステータスが報告されるまで中断されます。ファイルがすでにスキャンされている場合、ONTAPは
ファイル操作を許可します。それ以外の場合は、サーバからのスキャンを要求します。

NFSではオンアクセススキャンはサポートされていません。

• オンデマンドスキャン _ を使用すると、ファイルのウィルスチェックをただちにまたはスケジュールに基
づいて実行できます。たとえば、ピーク時を避けてスキャンを実行する場合などに便利です。外部サーバ
はチェックしたファイルのスキャンステータスを更新するため、SMB経由で次回ファイルがアクセスされ
たときにそれらのファイル（ファイルが変更されていなければ）のファイルアクセスレイテンシが短縮さ
れます。

オンデマンドスキャンは、NFS経由でのみエクスポートされたボリュームも含め、SVMネームスペース内
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の任意のパスに対して使用できます。

通常は、SVMに対して両方のスキャンモードを有効にします。どちらのモードでも、ウィルス対策ソフトウ
ェアはソフトウェアの設定に基づいて感染ファイルに対して修復アクションを実行します。

*_ 災害復旧および MetroCluster 設定でのウイルススキャン _ *

ディザスタリカバリ構成およびMetroCluster構成では、ローカルクラスタとパートナークラスタ用に個別
のVscanサーバをセットアップする必要があります。

暗号化

ONTAPは、ストレージメディアの転用、返却、置き忘れ、盗難に際して保存データが読
み取られることがないように、ソフトウェアベースとハードウェアベースの暗号化テク
ノロジを提供します。

ONTAPは、すべてのSSL接続で連邦情報処理標準（FIPS）140-2に準拠しています。次の暗号化ソリューショ
ンを使用できます。

• ハードウェアソリューション：

◦ NetAppストレージ暗号化（NSE）

NSEは、自己暗号化ドライブ（SED）を使用するハードウェアソリューションです。
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◦ NVMe SED

ONTAPは、FIPS 140-2認証を取得していないNVMe SEDに対してFull Disk Encryptionを提供します。

• ソフトウェアソリューション：

◦ NetAppアグリゲート暗号化（NAE）

NAEは、アグリゲートごとに一意のキーを使用して、あらゆるドライブタイプのあらゆるデータボリ
ュームを暗号化できるソフトウェアソリューションです。

◦ NetAppボリューム暗号化（NVE）

NVEは、あらゆるドライブタイプのあらゆるデータボリュームを暗号化できるソフトウェアソリュー
ションで、ボリュームごとに一意のキーを使用して有効にします。

ソフトウェア（NAEまたはNVE）暗号化ソリューションとハードウェア（NSEまたはNVMe SED）暗号化ソ
リューションの両方を使用して、保存データを二重に暗号化できます。NAE暗号化またはNVE暗号化は、ス
トレージ効率に影響しません。

NetAppストレージ暗号化

NetAppストレージ暗号化（NSE）は、データを書き込み時に暗号化するSEDをサポートします。ディスクに
保存されている暗号化キーがないと、データを読み取ることはできません。暗号化キーには、認証されたノー
ドだけがアクセスできます。

I/O要求に対して、ノードは外部キー管理サーバまたはオンボードキーマネージャから取得した認証キーを使
用してSEDへの認証を行います。

• 外部キー管理サーバはストレージ環境に配置されたサードパーティのシステムで、Key Management

Interoperability Protocol（KMIP）を使用してノードに認証キーを提供します。

• オンボードキーマネージャは組み込みのツールで、データと同じストレージシステムからノードに認証キ
ーを提供します。

NSEは、自己暗号化HDDとSSDをサポートしています。NetAppボリューム暗号化とNSEを併用すると、NSE

ドライブのデータを二重に暗号化できます。

Flash Cacheモジュールを搭載したシステムでNSEを使用する場合は、NVEまたはNAEも有効
にする必要があります。NSEでは、Flash Cacheモジュール上のデータは暗号化されません。

NVMe自己暗号化ドライブ

NVMe SEDはFIPS 140-2認定を取得していませんが、AES 256ビット透過的ディスク暗号化を使用して保存
データを保護します。

認証キーの生成などのデータ暗号化処理は、内部的に実行されます。認証キーは、ストレージシステムが初め
てディスクにアクセスしたときに生成されます。その後、データ処理が要求されるたびにストレージシステム
認証が要求され、ディスクで保存データが保護されます。
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NetAppアグリゲート暗号化

NetAppアグリゲート暗号化（NAE）は、アグリゲートのすべてのデータを暗号化するためのソフトウェアベ
ースのテクノロジです。NAEのメリットは、ボリュームはアグリゲートレベルの重複排除の対象とな
り、NVEボリュームは除外されることです。

NAEを有効にすると、アグリゲート内のボリュームをアグリゲートキーで暗号化できます。

ONTAP 9 .7以降では"NVEライセンス"、およびオンボードまたは外部のキー管理を使用している場合、新しく
作成したアグリゲートとボリュームはデフォルトで暗号化されます。

NetAppボリューム暗号化

NetApp Volume Encryption（NVE）は、一度に1つのボリュームの保存データを暗号化するためのソフトウェ
アベースのテクノロジです。暗号化キーにはストレージシステムからしかアクセスできないため、基盤となる
デバイスがシステムから分離されている場合でもボリュームのデータが読み取られることはありません。

データ（Snapshotコピーを含む）とメタデータの両方が暗号化されます。データへのアクセスには、ボリュ
ームごとに1つの一意のXTS-AES-256キーが使用されます。キーは、組み込みのオンボードキーマネージャに
よってデータと同じシステムに保護されます。

NVEは、アグリゲートのタイプ（HDD、SSD、ハイブリッド、アレイLUN）やRAIDタイプを問わず、サポー
トされているONTAP環境（ONTAP Selectを含む）で使用できます。NVEをNetApp Storage Encryption（NSE

）とともに使用して、NSEドライブのデータを二重に暗号化することもできます。

*_ KMIP サーバを使用するタイミング _ * オンボードキーマネージャを使用する方が安価で通常は便利です
が、次のいずれかに該当する場合は KMIP サーバをセットアップする必要があります。

• 暗号化キー管理ソリューションが、Federal Information Processing Standards（FIPS；連邦情報処理標
準）140-2またはOASIS KMIP標準に準拠している必要があります。

• マルチクラスタソリューションが必要です。KMIPサーバでは、複数のクラスタの暗号化キーの一元管理
がサポートされます。

KMIPサーバでは、複数のクラスタの暗号化キーの一元管理がサポートされます。

• 認証キーをデータとは別のシステムや場所に格納してセキュリティを強化する必要がある場合。

KMIPサーバでは、データとは別に認証キーが格納されます。

関連情報

"FAQ - NetApp Volume EncryptionおよびNetApp Aggregate Encryption"

WORMストレージ

_ 解決策 _ は、規制やガバナンスに準拠するために変更不可能な状態で重要なファイル
を保管するために、 _Write Once 、 Read Many （ WORM ） _ ストレージを使用する
組織向けの、ハイパフォーマンスなコンプライアンス SnapLock です。

1つのライセンスで、SnapLockをStrict_Complianceモードで使用したり、SEC Rule 17a-4（f）などの外部の
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要件を満たすために_を使用したり、Looser_Enterpriseモードで_を使用したりすることができます。また、
デジタル資産の保護に関する社内で義務付けられている規制を満たすこともできます。SnapLock では、改ざ
ん防止機能を備えた ComplianceClock _ を使用して、 WORM ファイルの保持期間が経過したかどうかを判断
します。

SnapVault から WORM 方式でセカンダリストレージの Snapshot コピーを保護するには、 _ SnapLock for を
使用します。SnapMirrorを使用すると、ディザスタリカバリなどの目的で、地理的に離れた別の場所
にWORMファイルをレプリケートできます。

ONTAPとVMware vSphere

ONTAPおよび関連するNetApp製品をVMware vSphereに統合できます。お使いのテクノ
ロジ環境やビジネス ニーズに応じた、いくつかのオプションが用意されています。

選択された概念と用語

VMware環境でのONTAPおよび関連するNetApp製品の使用方法について理解しておくと、最初にいくつかの
主要な用語と概念を理解しておくと役立ちます。

論理ユニット番号

LUNは、ストレージエリアネットワーク（SAN）内の論理ユニットを識別するために使用される番号で
す。これらのアドレス指定可能なデバイスは、通常、SCSI（Small Computer System Interface）プロトコ
ルまたはそのカプセル化された派生物の1つを介してアクセスされる論理ディスクです。

VMware vSphere仮想ボリューム

仮想ボリューム（vVol）は、仮想マシンで使用されるストレージをボリュームレベルで抽象化します。こ
れにはいくつかの利点があり、従来のLUNの代わりに使用できます。

永続的予約

永続的予約はSCSI-3でサポートされ、以前のSCSI-2予約よりも強化されています。これにより、複数のク
ライアント イニシエータが1つのターゲットと通信しながら、他のノードをロックアウトできます。エラ
ー リカバリのためにバスがリセットされた場合でも、予約は維持できます。

ONTAP 9.15.1以降では、SCSI-3を使用して仮想ボリュームの永続的予約を作成できます。こ
の機能は、Windows Serverフェイルオーバー クラスタ（WSFC）でONTAP Tools for VMware

vSphere 9を使用する場合にのみサポートされます。

Windows Serverフェイルオーバー クラスタリング

Microsoft Windows Serverフェイルオーバー クラスタリング（WSFC）は、フォールト トレランスと高可
用性を提供するWindows Serverオペレーティング システムの機能です。一連の（物理または仮想）サーバ
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ノードをクラスタとして統合することにより、障害発生時の耐障害性を確保します。WSFCは、一般にデ
ータベース サーバ、ファイル サーバ、ネームスペース サーバなどのインフラ サービスを導入するために
使用されます。

VMware vSphere Storage API - Storage Awareness

VMware vSphere Storage API - Storage Awareness（VASA）は、ストレージ アレイとvCenterを統合して
管理するための一連のAPIです。このアーキテクチャは、VMware vSphereとストレージシステムの間の通
信を処理する_VASA Provider_など、複数のコンポーネントに基づいています。ONTAPでは、プロバイダ
はONTAP Tools for VMware vSphereの一部として実装されます。

VMware vSphere Storage APIs - Array Integration

VMware vSphere Storage API – Array Integration（VAAI）は、VMware vSphere ESXiホストとストレージ
デバイスの間の通信を可能にする一連のAPIです。このAPIには、ストレージ処理をアレイにオフロードす
るためにホストが使用する一連の基本処理が含まれています。VAAIは、ストレージを大量に消費するタス
クのパフォーマンスを大幅に向上させることができます。

NetApp SnapCenter

SnapCenterは、ONTAPストレージ システムを使用してアプリケーション、データベース、ホスト ファイ
ルシステム、仮想マシンのデータを保護する、拡張性に優れた一元化されたプラットフォームで
す。Snapshot、SnapRestore、FlexClone、SnapMirror、SnapVaultなど、ネイティブのONTAPテクノロジ
を活用します。

NetAppプラグインと関連テクノロジ

NetAppは、ONTAPおよび関連製品をVMware vSphereテクノロジと統合するための堅牢なサポートを提供し
ます。

ONTAP tools for VMware vSphere

ONTAP Tools for VMware vSphereは、ONTAPとvSphereを統合するための一連のツールです。VASA APIフレ
ームワークのプロバイダ機能を実装します。ONTAP Toolsには、vCenterプラグイン、VMware Site Recovery

Manager用のStorage Replication Adapter（SRA）、自動化アプリケーションの構築に使用できるREST APIサ
ーバも含まれています。

NFS Plug-In for VMware VAAI

NetApp NFS Plug-In for VMware VAAIでは、VAAI機能にアクセスできます。このプラグインはESXiホストに
インストールできるため、ホストがONTAP上のNFSデータストアでVAAIを活用できます。クローニング、ス
ペース リザベーション、Snapshotのオフロードなど、複数の処理を実行できます。

VMware Site Recovery Manager

VMware Site Recovery Manager（SRM）は、ディザスタ リカバリ機能を提供します。SRMは、ONTAP Tools

for VMware vSphereと統合されているため、ONTAPのデータ管理機能にアクセスして活用できます。

vSphere Metro Storage Cluster

vSphere Metro Storage Cluster（vMSC）は、a_stretched cluster_deployment.vMSCソリューションを有効に
してサポートするテクノロジです。vMSCソリューションは、NetApp MetroClusterおよびSnapMirrorのアクテ
ィブ同期（旧称SMBC）でサポートされます。これらのソリューションは、ドメインに障害が発生した場合の
ビジネス継続性を強化します。耐障害性モデルは、選択した構成に基づいています。
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SnapCenter Plug-in for VMware vSphere

SnapCenter Plug-in for VMware vSphere（SCV）は、SnapCenterサーバと一緒に導入することも、スタンド
アロン アプリケーションとして導入することもできるLinuxベースの仮想アプライアンスです。どちらの場合
も、SCVはVM、データストア、VMDKのバックアップ処理とリストア処理を提供します。各処理は高速でス
ペース効率に優れ、クラッシュ整合性、VM整合性を備えています。

追加情報へのアクセス

VMware vSphere環境にONTAPを導入するための準備に役立つその他のリソースがいくつか用意されていま
す。

• "ONTAP Tools for VMware vSphereのドキュメント"

• "エンタープライズアプリケーション：VMware vSphereとONTAP"

• "NetApp KB：SCSI予約とSCSI永続的予約について"

• "SnapCenter Plug-in for VMware vSphereのドキュメント"

アプリケーション対応のデータ管理

アプリケーション対応のデータ管理を使用すると、ONTAPで導入するアプリケーション
を、ストレージではなくアプリケーションの観点から指定できます。System Manager

とREST APIを使用して、最小限の入力でアプリケーションを設定し、データを提供でき
るように準備することができます。

アプリケーション対応のデータ管理機能を使用すると、個 々 のアプリケーションレベルでストレージをセッ
トアップ、管理、監視できます。この機能には、関連するONTAPのベストプラクティスが組み込まれてお
り、必要なパフォーマンスサービスレベルと使用可能なシステムリソースに基づいてストレージオブジェクト
を分散配置し、アプリケーションを最適にプロビジョニングできます。

アプリケーション対応のデータ管理機能には、一連のアプリケーションテンプレートが含まれています。各テ
ンプレートは、アプリケーションの構成をまとめて記述する一連のパラメータで構成されています。これらの
パラメータは、アプリケーション管理者がONTAPシステムでプロビジョニングするストレージの特性（デー
タベースサイズ、サービスレベル、LIFなどのプロトコルアクセス要素、ローカルの保護条件、リモートの保
護条件など）を定義します。これらのパラメータにはデフォルト値があらかじめ設定されていることがよくあ
ります。ONTAPは、指定されたパラメータに基づいて、LUNやボリュームなどのストレージエンティティを
アプリケーションに適したサイズとサービスレベルで設定します。

アプリケーションに対して次のタスクを実行できます。

• アプリケーションテンプレートを使用してアプリケーションを作成する

• アプリケーションに関連付けられたストレージを管理する

• アプリケーションの変更または削除

• アプリケーションの表示

• アプリケーションのSnapshotコピーを管理します。

• 同じボリュームまたは異なるボリュームのLUNを複数選択してデータ保護機能を提供するために作成整合
グループ
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FabricPool

NetAppをご利用のお客様の多くは、ほとんどアクセスされない大量のデータを格納して
います。これは、 _COM_DATA と呼ばれます。また、お客様は頻繁にアクセスされるデ
ータも保有しており、これを _hot_data と呼んでいます。最高のパフォーマンスを得る
ためには、ホットデータを最速のストレージに保存することが理想的です。コールドデ
ータは、必要に応じてすぐに利用できるかぎり、低速のストレージに移動できます。で
は、データのどの部分がホットで、どの部分がコールドであるかを知るには、どうすれ
ばよいでしょうか。

FabricPoolは、ハイパフォーマンスなローカル階層（アグリゲート）とクラウド階層の間で、アクセスパター
ンに基づいてデータを自動的に移動するONTAPの機能です。階層化することで、高価なローカルストレージ
をホットデータ用に解放し、コールドデータをクラウド内の低コストのオブジェクトストレージからいつでも
利用できる状態に保ちます。FabricPoolはデータアクセスを常時監視し、階層間でデータを移動することで、
最高のパフォーマンスと最大限のコスト削減を実現します。

FabricPoolを使用してコールドデータをクラウドに階層化することは、クラウドの効率性を高め、ハイブリッ
ドクラウド構成を作成する最も簡単な方法の1つです。FabricPoolはストレージブロックレベルで機能するた
め、ファイルデータとLUNデータの両方に対応します。

しかし、FabricPoolは、オンプレミスのデータをクラウドに階層化するだけのものではありません。多くのお
客様がCloud Volumes ONTAPでFabricPoolを使用して、クラウドプロバイダ内の高コストのクラウドストレ
ージから低コストのオブジェクトストレージにコールドデータを階層化しています。ONTAP 9 8以降では、ま
たはを使用してFabricPool対応ボリュームで分析をキャプチャできます"ファイルシステム分析""温度に敏感な
ストレージ効率"。

データを使用するアプリケーションは、データが階層化されていることを認識しないため、アプリケーション
を変更する必要はありません。階層化は完全に自動化されているため、継続的な管理は必要ありません。

コールドデータは、大手クラウドプロバイダのオブジェクトストレージに格納できます。また、NetApp

StorageGRIDを選択してコールドデータを自社のプライベートクラウドに保持することで、パフォーマンスを
最大限に高め、データを完全に管理できます。

関連情報

"FabricPool System Managerのドキュメント"

"BlueXP  の階層化"

"NetApp TechComm TVのFabricPool関連ビデオ"
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